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10万円一括現金給付で議決！　
～子育て世帯臨時特別給付金～～子育て世帯臨時特別給付金～

　12月定例会は9日から21日まで１3日間の会期で開きました。
　専決処分1件、条例の一部改正2件、指定管理者の指定について4件、一般会計補正予算1件、特別会計補正予
算3件、追加議案1件を含む12議案が提案され、1件撤回、1件継続審査、残り10議案は原案通り可決しました。
　議員発議2件は否決、陳情2件は不採択、1件は継続審査としました。

12月
定例会
第9回
令和3年

12月9日～12月21日

子育て世帯臨時特別給付金事業の実施に係る給付費の補正

　子育て世帯の生活を支援する取組み。0歳から18歳までを養育する子育て世帯に対し、一時金を支給
しました。※所得要件あり

担当：町民課 ☎76-0205

子育て世帯臨時特別給付金事業
の実施に係る関係経費の補正

239万円
　給付を実施するために必要な事務関係費用（児童手
当システム改修委託料、通知等発送郵送代他）。

担当：町民課 ☎76-0205

　本来は、議会が議決しなければならない案件を、時間
的に議会の招集を待てない緊急な場合などに行政運営
の遅れや滞りを防ぐため、例外的に町長が議会の議決の
代わりに意思決定することです。

　それぞれの自治体が「子育て世帯臨時特別給付金」を
年内中に支給する必要があり、関係する事務費用等を専
決処分しました。

今回の話題！！

専決処分

　現金給付とクーポン券での支給か、現金一括かの支給方法で国の方針も二転三転しました。そのような中、
定例会中に国の方針が決定し、各自治体に判断が委ねられ、八頭町議会も迅速に議決しました。

専決処分とは…

1億1,991万円
初回分

子育て世帯臨時特別給付金事業の実施に係る給付費の補正
1億1,991万円

追加分
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生活困窮者特別給付金事業
1億8,233万円

　住民税非課税世帯等に臨時特別給付金として
1世帯あたりに10万円を支給しました。

担当：福祉課 ☎72-3581

新型コロナウイルスワクチン
接種事業 3,466万円
　新型コロナウイルスワクチン3回目接種及び12歳未
満の対応として、令和4年3月分までを追加しました。

担当：保健課 ☎72-3566

集団接種会場（郡家保健センター）
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船岡保健センター 八東地域福祉センター

トピックス

　町の施設の管理運営主体は公共性の確
保の観点から、地方自治法により公共的な
団体等に限られていました。地方自治法の
一部改正により（平成15年9月施行）民間事
業者にも管理運営を委ねられる指定管理者
制度が設けられました。

【目的】
　指定管理者制度とは、多様化する住民
ニーズに対し、より効果的・効率的に対応す
るため、公の施設の管理に民間の能力を活
用しつつ、住民サービスの向上を図るととも
に、経費の削減等を目的とするものです。

指定管理者制度とは…

議案第154号～議案第157号（4議案）

指定管理者の指定

議案第156号  船岡保健センターの指定管理 …社会福祉法人八頭町社会福祉協議会
議案第157号  八東地域福祉センターの指定管理 …社会福祉法人八頭町社会福祉協議会

議案の内容

指定管理者制度のイメージ図

公社、企業、NPO等

八頭町

指定管理者 利用者

指定管理施設

（1）応募

（2）選定

（3）議会議決
（4）協定書締結

協定により
指定管理料支払の
場合あり

使用申請
使用許可

（5）受託管理運営

可　　決
可　　決
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　議会に一旦、提案された議案を何らかの理由で取り下げたいという場合があります。町長の提案した
議案でも町長のみの意思では撤回できず、「議案を撤回または訂正しようとする場合は議会の許可を得
なければならない」と八頭町議会会議規則で定められています。
　今回の場合は、指定管理予定者に対し、より慎重に調査を要する事柄が生じたため、町側から議案の
撤回の申し出がありました。議会において賛成多数で許可され、議案第155号が撤回されました。

　議案の審議は、会議規則の定めるところにより、おおむね次の順序により行われます。簡易なものに関
しては説明の段階を経ないで表決される場合があります。

①上程  （議案を会議にかけること）
　　⬇
②説明  （町の執行部より、議案の説明があります）
　　⬇
③質疑  （説明で抱いた疑問点を議会から町執行部側に問いただします）
　　⬇
④討論  （議題になっている事件に対して、自己の賛成または反対の意見を表明すること。また、目的は
　　　　　自己の意思を未だ決めていない者を自己の意見に賛同させることです）
　　⬇
⑤表決  （最終的に賛否の意思を表示して、その結果により議会としての意思を決定します）

議案の撤回

　議会の会期中に議決されなかった案件を廃案とはせずに、引き続き審議をすることをいいます。今回
は、議案第154号が「なお慎重に審査を要する」として、継続審査となりました。

継続審査

議案の内容

姫路公園 八東ふる里の森

【審議の順番】

議案第154号  姫路公園の指定管理……………有限会社高田技研
議案第155号  八東ふる里の森の指定管理……株式会社ミキツーリスト八頭営業所

継続審査
撤　　回
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尾
島
　
　
勲 

議
員

　
不
信
任
決
議
と
い
う
重
大
な
決
議
は
、

本
来
思
う
と
か
感
じ
る
と
か
、
個
人
の

主
観
に
よ
り
発
議
さ
れ
る
も
の
で
は
決

し
て
無
い
。
個
人
の
感
情
や
主
観
で
発

議
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
正
で
公

平
な
判
断
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
が
高

ま
る
。
反
対
す
る
。

◇
発
議
13
号
（
否
決
）

八
頭
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議（
そ
の
２
）

　
提
出
者
　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
賛
成
者
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
賛
成
者
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
賛
成
者
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

（
提
案
理
由
）

　
４
月
の
議
長
就
任
か
ら
議
会
の
根
本

を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
点
。
第
７
、

８
回
の
臨
時
会
で
不
適
当
な
発
言
を
し

た
点
、
あ
る
議
員
が
農
地
法
に
違
反
し
、

罰
則
規
定
に
抵
触
す
る
の
で
、
議
員
全

員
協
議
会
で
諮
っ
て
、
結
論
を
出
そ
う

と
要
望
し
た
が
、
何
も
対
応
し
て
い
な

い
点
。
期
歴
の
長
い
議
員
に
相
談
さ
れ

る
と
言
っ
た
が
相
談
が
な
い
点
。
以
上

の
点
か
ら
、
議
長
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
判
断
し
た
の
で
発
議
す
る
。

　
　
　
　
　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　
信
任
で
き
な
い
行
為
が
確
認
さ
れ
、

住
民
に
対
し
て
不
利
益
な
行
為
が
確
認

さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
議
長
不
信
任

ま
で
は
値
し
な
い
と
考
え
る
の
で
反
対

す
る
。
こ
れ
を
最
後
に
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
事
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
不
信
任
決
議
は
重
大
。
農
地
法
の
認
識
、

政
治
倫
理
審
査
会
の
調
査
案
件
が
２
件

あ
る
こ
と
が
理
由
。
根
拠
が
無
い
の
で

あ
れ
ば
議
会
は
混
乱
し
な
い
。
正
す
べ

き
こ
と
は
正
す
こ
と
が
必
要
。
農
地
法

や
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て
議
員
全
員

が
認
識
を
深
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
議
事
進
行
の
発
言
に
対
し
て
理
由
も

示
さ
ず
却
下
と
か
否
決
と
か
は
な
い
。

９
月
定
例
会
の
初
日
に
議
会
傍
聴
を
封

鎖
し
た
。
２
日
目
か
ら
人
数
制
限
を
し

て
認
め
た
が
変
更
の
理
由
を
示
し
て
い

な
い
。
新
し
く
当
選
し
た
方
が
主
要
な

職
を
占
め
る
と
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
新
し
く
当
選
さ
れ
た
議
員
が
議
長
、

要
職
を
占
め
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ

る
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

　
議
会
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
の
は
誰

な
の
か
。
今
回
の
発
議
は
議
長
不
信
任

に
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
山
根
張
太
郎 

議
員

　
議
長
は
提
出
さ
れ
た
議
案
を
議
会
と

し
て
き
ち
っ
と
審
議
さ
れ
、本
町
の
施
策

は
順
調
実
施
さ
れ
て
い
る
。議
長
の
能
力

不
足
で
町
民
に
必
要
な
施
策
を
議
長
の

責
任
で
遅
ら
せ
た
事
実
も
ま
っ
た
く
な

い
。従
っ
て
本
不
信
任
案
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
本
会
議
の
場
で
議
事
進
行
発
言
に
お

け
る
議
長
の
否
決
す
る
と
か
却
下
す
る

な
ど
意
味
不
明
な
言
葉
で
議
員
の
発
言

に
理
由
を
述
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
言
葉
の
意
味
も
わ
き
ま
え
ず
不
適
当

な
言
葉
で
終
ら
せ
よ
う
と
す
る
議
長
の

姿
勢
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　
　
　
　
尾
島
　
　
勲 

議
員

　
９
月
議
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、今
行

う
べ
き
思
考
、行
動
そ
し
て
我
々
議
員
の

常
識
は
、議
長
に
対
す
る
協
力
体
制
、議

会
に
対
す
る
協
力
体
制
を
構
築
し
、議
会

一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
負
託
に
答
え
る

こ
と
だ
と
強
く
確
信
す
る
。反
対
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

補
正
予
算

協
　
　
定

7

11

◇
議
案
第
147
号
（
可
決
）

令
和
３
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，８
１
３
万
４

千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

【
歳
出
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業

○
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
配
布
事
業

１
１
３
万
４
千
円

○
飲
食
・
宿
泊
事
業
者
へ
事
業
継
続
等

の
奨
励
金
事
業

１
，４
０
０
万
円

○
観
光
宿
泊
施
設
等
利
用
補
助
金

３
０
０
万
円

◇
議
案
第
148
号
（
可
決
）

令
和
３
年
度
八
頭
町
公
共
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，４
９
０
万
円

を
追
加
す
る
も
の
。

【
歳
出
】

　
郡
家
地
区
雨
水
排
水
対
策
事
業
の
工

事
内
容
変
更
に
伴
う
工
事
協
定
委
託
料
。

２
，４
９
６
万
円
（
予
備
費
で
調
整
）

◇
議
案
第
149
号
（
可
決
）

八
頭
町
公
共
下
水
道
竹
ノ
下
排
水
区
雨
水

幹
線
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の

一
部
を
変
更
す
る
協
定
締
結

○
協
定
金
額
の
変
更

　
２
，４
９
６
万
円
を
増
額
し
、
協
定
金

額
を
５
億
６
，２
９
６
万
円
と
す
る
。

　
変
更
の
主
な
要
因
は
、
立
坑
築
造
時

に
想
定
以
上
の
転
石
が
確
認
さ
れ
、
掘

進
機
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る

増
額
。

◇
議
案
第
150
号
（
可
決
）

因
美
線
東
郡
家
・
郡
家
間
宮
谷
踏
切
付
近

下
水
道
間（
雨
水
）付
設
工
事
の
協
定
締
結

○
協
定
金
額

３
億
５
，６
９
２
万
３
千
円

○
協
定
相
手

　
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
理
事
　
米
子
支
社
長
　
佐
伯
祥
一

○
協
定
期
間

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

議
案
第
148
号
、149
号
、150
号
は
郡
家
地
区
雨
水

排
水
対
策
事
業
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
次
の
ペ
ー
ジ
で
解
説
！！

◇
発
議
12
号
（
否
決
）

八
頭
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議（
そ
の
１
）

　
提
出
者
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
賛
成
者
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
賛
成
者
　
川
西
　
　
聡 

議
員

（
提
案
理
由
）

　
政
治
倫
理
審
査
会
の
調
査
請
求
の
申

出
が
同
僚
議
員
か
ら
あ
り
、
11
月
15
日

付
で
受
理
さ
れ
て
い
る
が
、
12
月
10
日

現
在
、
議
員
に
対
し
て
説
明
が
な
い
点
、

八
頭
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
要
望
書
に
つ
い

て
、
議
会
全
体
で
協
議
し
な
い
の
か
疑

問
な
点
、
月
に
一
度
の
議
員
全
員
協
議

会
の
開
催
を
提
案
し
た
が
、
提
案
が
実

行
さ
れ
な
い
点
な
ど
か
ら
議
長
を
信
任

で
き
な
い
の
で
発
議
す
る
。

　
　
　
　
　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
書
に
対
す
る
総
務
教

育
常
任
委
員
会
で
の
協
議
内
容
等
、
状

況
の
整
理
、
把
握
を
さ
れ
ず
、
す
ぐ
に

議
長
不
信
任
案
を
提
出
さ
れ
る
行
動
が

理
解
で
き
な
い
。
提
案
理
由
、
質
疑
を

聞
い
た
が
不
信
任
の
理
由
に
は
値
し
な

い
と
考
え
る
の
で
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
い
ろ
い
ろ
提
案
理
由
、発
議
理
由
を
述

べ
ら
れ
た
。発
議
者
の
提
案
し
て
い
る
議

長
不
信
任
に
至
る
経
緯
、発
議
を
し
た
思

い
が
理
解
で
き
る
の
で
私
は
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
緒
方
　
陽
紀 

議
員

　
議
長
不
信
任
と
い
う
極
め
て
重
大
な

事
案
は
、
議
会
運
営
に
重
大
な
問
題
を

発
生
さ
せ
る
、
議
長
の
権
限
を
利
用
し
、

不
平
等
な
対
応
を
行
う
、
法
に
触
れ
る

な
ど
悪
意
の
あ
る
行
為
、
言
動
、
重
大

な
過
失
に
対
し
て
該
当
す
る
も
の
だ
と

考
え
る
。
よ
っ
て
反
対
と
す
る
。

　
　
　
　
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
農
地
法
の
無
断
転
用
問
題
で
議
長
は

全
協
で
報
告
し
た
。
総
務
教
育
常
任
委

員
会
の
委
員
は
分
か
ら
な
い
の
で
農
業

委
員
会
事
務
局
長
を
呼
び
明
ら
か
に
す

べ
き
だ
っ
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
は
陳
情
で

は
な
い
と
議
長
は
全
協
で
報
告
す
る
べ

き
だ
っ
た
。
　

　
　
　
　
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
議
員
間
で
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
し
問
題
解
決
に
向
け
、

意
見
交
換
す
べ
き
で
あ
る
。
提
案
し
て

も
実
行
し
て
い
た
だ
け
な
い
。
町
民
に

と
っ
て
も
分
か
り
に
く
く
議
会
も
混
乱

す
る
。
こ
れ
は
議
長
の
責
任
で
あ
り
議

長
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
こ
の
発
議
は
事
実
誤
認
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
議
長
の
不
信
任
案
は
町
政
運
営

や
町
民
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

き
に
出
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
発
議

は
議
長
不
信
任
に
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
尾
島
　
　
勲 

議
員

　
不
信
任
決
議
と
い
う
重
大
な
決
議
は
、

本
来
思
う
と
か
感
じ
る
と
か
、
個
人
の

主
観
に
よ
り
発
議
さ
れ
る
も
の
で
は
決

し
て
無
い
。
個
人
の
感
情
や
主
観
で
発

議
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
正
で
公

平
な
判
断
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
が
高

ま
る
。
反
対
す
る
。

◇
発
議
13
号
（
否
決
）

八
頭
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議（
そ
の
２
）

　
提
出
者
　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
賛
成
者
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
賛
成
者
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
賛
成
者
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

（
提
案
理
由
）

　
４
月
の
議
長
就
任
か
ら
議
会
の
根
本

を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
点
。
第
７
、

８
回
の
臨
時
会
で
不
適
当
な
発
言
を
し

た
点
、
あ
る
議
員
が
農
地
法
に
違
反
し
、

罰
則
規
定
に
抵
触
す
る
の
で
、
議
員
全

員
協
議
会
で
諮
っ
て
、
結
論
を
出
そ
う

と
要
望
し
た
が
、
何
も
対
応
し
て
い
な

い
点
。
期
歴
の
長
い
議
員
に
相
談
さ
れ

る
と
言
っ
た
が
相
談
が
な
い
点
。
以
上

の
点
か
ら
、
議
長
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
判
断
し
た
の
で
発
議
す
る
。

　
　
　
　
　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　
信
任
で
き
な
い
行
為
が
確
認
さ
れ
、

住
民
に
対
し
て
不
利
益
な
行
為
が
確
認

さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
議
長
不
信
任

ま
で
は
値
し
な
い
と
考
え
る
の
で
反
対

す
る
。
こ
れ
を
最
後
に
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
事
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
不
信
任
決
議
は
重
大
。
農
地
法
の
認
識
、

政
治
倫
理
審
査
会
の
調
査
案
件
が
２
件

あ
る
こ
と
が
理
由
。
根
拠
が
無
い
の
で

あ
れ
ば
議
会
は
混
乱
し
な
い
。
正
す
べ

き
こ
と
は
正
す
こ
と
が
必
要
。
農
地
法

や
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て
議
員
全
員

が
認
識
を
深
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

令
和
３
年

第
７
回
臨
時
会

10
月
26
日 

令
和
３
年

第
８
回
臨
時
会

11
月
12
日 

　
　
　
　
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
議
事
進
行
の
発
言
に
対
し
て
理
由
も

示
さ
ず
却
下
と
か
否
決
と
か
は
な
い
。

９
月
定
例
会
の
初
日
に
議
会
傍
聴
を
封

鎖
し
た
。
２
日
目
か
ら
人
数
制
限
を
し

て
認
め
た
が
変
更
の
理
由
を
示
し
て
い

な
い
。
新
し
く
当
選
し
た
方
が
主
要
な

職
を
占
め
る
と
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
新
し
く
当
選
さ
れ
た
議
員
が
議
長
、

要
職
を
占
め
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ

る
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

　
議
会
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
の
は
誰

な
の
か
。
今
回
の
発
議
は
議
長
不
信
任

に
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
山
根
張
太
郎 

議
員

　
議
長
は
提
出
さ
れ
た
議
案
を
議
会
と

し
て
き
ち
っ
と
審
議
さ
れ
、本
町
の
施
策

は
順
調
実
施
さ
れ
て
い
る
。議
長
の
能
力

不
足
で
町
民
に
必
要
な
施
策
を
議
長
の

責
任
で
遅
ら
せ
た
事
実
も
ま
っ
た
く
な

い
。従
っ
て
本
不
信
任
案
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
本
会
議
の
場
で
議
事
進
行
発
言
に
お

け
る
議
長
の
否
決
す
る
と
か
却
下
す
る

な
ど
意
味
不
明
な
言
葉
で
議
員
の
発
言

に
理
由
を
述
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
言
葉
の
意
味
も
わ
き
ま
え
ず
不
適
当

な
言
葉
で
終
ら
せ
よ
う
と
す
る
議
長
の

姿
勢
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　
　
　
　
尾
島
　
　
勲 

議
員

　
９
月
議
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、今
行

う
べ
き
思
考
、行
動
そ
し
て
我
々
議
員
の

常
識
は
、議
長
に
対
す
る
協
力
体
制
、議

会
に
対
す
る
協
力
体
制
を
構
築
し
、議
会

一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
負
託
に
答
え
る

こ
と
だ
と
強
く
確
信
す
る
。反
対
す
る
。議案採決の様子



7 第68号 令和4年2月

6

10

議
員
発
議

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

◇
発
議
12
号
（
否
決
）

八
頭
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議（
そ
の
１
）

　
提
出
者
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
賛
成
者
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
賛
成
者
　
川
西
　
　
聡 

議
員

（
提
案
理
由
）

　
政
治
倫
理
審
査
会
の
調
査
請
求
の
申

出
が
同
僚
議
員
か
ら
あ
り
、
11
月
15
日

付
で
受
理
さ
れ
て
い
る
が
、
12
月
10
日

現
在
、
議
員
に
対
し
て
説
明
が
な
い
点
、

八
頭
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
要
望
書
に
つ
い

て
、
議
会
全
体
で
協
議
し
な
い
の
か
疑

問
な
点
、
月
に
一
度
の
議
員
全
員
協
議

会
の
開
催
を
提
案
し
た
が
、
提
案
が
実

行
さ
れ
な
い
点
な
ど
か
ら
議
長
を
信
任

で
き
な
い
の
で
発
議
す
る
。

　
　
　
　
　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
書
に
対
す
る
総
務
教

育
常
任
委
員
会
で
の
協
議
内
容
等
、
状

況
の
整
理
、
把
握
を
さ
れ
ず
、
す
ぐ
に

議
長
不
信
任
案
を
提
出
さ
れ
る
行
動
が

理
解
で
き
な
い
。
提
案
理
由
、
質
疑
を

聞
い
た
が
不
信
任
の
理
由
に
は
値
し
な

い
と
考
え
る
の
で
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
い
ろ
い
ろ
提
案
理
由
、発
議
理
由
を
述

べ
ら
れ
た
。発
議
者
の
提
案
し
て
い
る
議

長
不
信
任
に
至
る
経
緯
、発
議
を
し
た
思

い
が
理
解
で
き
る
の
で
私
は
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
緒
方
　
陽
紀 

議
員

　
議
長
不
信
任
と
い
う
極
め
て
重
大
な

事
案
は
、
議
会
運
営
に
重
大
な
問
題
を

発
生
さ
せ
る
、
議
長
の
権
限
を
利
用
し
、

不
平
等
な
対
応
を
行
う
、
法
に
触
れ
る

な
ど
悪
意
の
あ
る
行
為
、
言
動
、
重
大

な
過
失
に
対
し
て
該
当
す
る
も
の
だ
と

考
え
る
。
よ
っ
て
反
対
と
す
る
。

　
　
　
　
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
農
地
法
の
無
断
転
用
問
題
で
議
長
は

全
協
で
報
告
し
た
。
総
務
教
育
常
任
委

員
会
の
委
員
は
分
か
ら
な
い
の
で
農
業

委
員
会
事
務
局
長
を
呼
び
明
ら
か
に
す

べ
き
だ
っ
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
は
陳
情
で

は
な
い
と
議
長
は
全
協
で
報
告
す
る
べ

き
だ
っ
た
。
　

　
　
　
　
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
議
員
間
で
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
し
問
題
解
決
に
向
け
、

意
見
交
換
す
べ
き
で
あ
る
。
提
案
し
て

も
実
行
し
て
い
た
だ
け
な
い
。
町
民
に

と
っ
て
も
分
か
り
に
く
く
議
会
も
混
乱

す
る
。
こ
れ
は
議
長
の
責
任
で
あ
り
議

長
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
こ
の
発
議
は
事
実
誤
認
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
議
長
の
不
信
任
案
は
町
政
運
営

や
町
民
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

き
に
出
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
発
議

は
議
長
不
信
任
に
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
尾
島
　
　
勲 

議
員

　
不
信
任
決
議
と
い
う
重
大
な
決
議
は
、

本
来
思
う
と
か
感
じ
る
と
か
、
個
人
の

主
観
に
よ
り
発
議
さ
れ
る
も
の
で
は
決

し
て
無
い
。
個
人
の
感
情
や
主
観
で
発

議
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
正
で
公

平
な
判
断
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
が
高

ま
る
。
反
対
す
る
。

◇
発
議
13
号
（
否
決
）

八
頭
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議（
そ
の
２
）

　
提
出
者
　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
賛
成
者
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
賛
成
者
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
賛
成
者
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

（
提
案
理
由
）

　
４
月
の
議
長
就
任
か
ら
議
会
の
根
本

を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
点
。
第
７
、

８
回
の
臨
時
会
で
不
適
当
な
発
言
を
し

た
点
、
あ
る
議
員
が
農
地
法
に
違
反
し
、

罰
則
規
定
に
抵
触
す
る
の
で
、
議
員
全

員
協
議
会
で
諮
っ
て
、
結
論
を
出
そ
う

と
要
望
し
た
が
、
何
も
対
応
し
て
い
な

い
点
。
期
歴
の
長
い
議
員
に
相
談
さ
れ

る
と
言
っ
た
が
相
談
が
な
い
点
。
以
上

の
点
か
ら
、
議
長
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
判
断
し
た
の
で
発
議
す
る
。

　
　
　
　
　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　
信
任
で
き
な
い
行
為
が
確
認
さ
れ
、

住
民
に
対
し
て
不
利
益
な
行
為
が
確
認

さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
議
長
不
信
任

ま
で
は
値
し
な
い
と
考
え
る
の
で
反
対

す
る
。
こ
れ
を
最
後
に
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
事
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
不
信
任
決
議
は
重
大
。
農
地
法
の
認
識
、

政
治
倫
理
審
査
会
の
調
査
案
件
が
２
件

あ
る
こ
と
が
理
由
。
根
拠
が
無
い
の
で

あ
れ
ば
議
会
は
混
乱
し
な
い
。
正
す
べ

き
こ
と
は
正
す
こ
と
が
必
要
。
農
地
法

や
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て
議
員
全
員

が
認
識
を
深
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
議
事
進
行
の
発
言
に
対
し
て
理
由
も

示
さ
ず
却
下
と
か
否
決
と
か
は
な
い
。

９
月
定
例
会
の
初
日
に
議
会
傍
聴
を
封

鎖
し
た
。
２
日
目
か
ら
人
数
制
限
を
し

て
認
め
た
が
変
更
の
理
由
を
示
し
て
い

な
い
。
新
し
く
当
選
し
た
方
が
主
要
な

職
を
占
め
る
と
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
新
し
く
当
選
さ
れ
た
議
員
が
議
長
、

要
職
を
占
め
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ

る
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

　
議
会
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
の
は
誰

な
の
か
。
今
回
の
発
議
は
議
長
不
信
任

に
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
山
根
張
太
郎 

議
員

　
議
長
は
提
出
さ
れ
た
議
案
を
議
会
と

し
て
き
ち
っ
と
審
議
さ
れ
、本
町
の
施
策

は
順
調
実
施
さ
れ
て
い
る
。議
長
の
能
力

不
足
で
町
民
に
必
要
な
施
策
を
議
長
の

責
任
で
遅
ら
せ
た
事
実
も
ま
っ
た
く
な

い
。従
っ
て
本
不
信
任
案
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
本
会
議
の
場
で
議
事
進
行
発
言
に
お

け
る
議
長
の
否
決
す
る
と
か
却
下
す
る

な
ど
意
味
不
明
な
言
葉
で
議
員
の
発
言

に
理
由
を
述
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
言
葉
の
意
味
も
わ
き
ま
え
ず
不
適
当

な
言
葉
で
終
ら
せ
よ
う
と
す
る
議
長
の

姿
勢
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　
　
　
　
尾
島
　
　
勲 

議
員

　
９
月
議
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、今
行

う
べ
き
思
考
、行
動
そ
し
て
我
々
議
員
の

常
識
は
、議
長
に
対
す
る
協
力
体
制
、議

会
に
対
す
る
協
力
体
制
を
構
築
し
、議
会

一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
負
託
に
答
え
る

こ
と
だ
と
強
く
確
信
す
る
。反
対
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

補
正
予
算

協
　
　
定

7

11

◇
議
案
第
147
号
（
可
決
）

令
和
３
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，８
１
３
万
４

千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

【
歳
出
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業

○
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
配
布
事
業

１
１
３
万
４
千
円

○
飲
食
・
宿
泊
事
業
者
へ
事
業
継
続
等

の
奨
励
金
事
業

１
，４
０
０
万
円

○
観
光
宿
泊
施
設
等
利
用
補
助
金

３
０
０
万
円

◇
議
案
第
148
号
（
可
決
）

令
和
３
年
度
八
頭
町
公
共
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，４
９
０
万
円

を
追
加
す
る
も
の
。

【
歳
出
】

　
郡
家
地
区
雨
水
排
水
対
策
事
業
の
工

事
内
容
変
更
に
伴
う
工
事
協
定
委
託
料
。

２
，４
９
６
万
円
（
予
備
費
で
調
整
）

◇
議
案
第
149
号
（
可
決
）

八
頭
町
公
共
下
水
道
竹
ノ
下
排
水
区
雨
水

幹
線
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の

一
部
を
変
更
す
る
協
定
締
結

○
協
定
金
額
の
変
更

　
２
，４
９
６
万
円
を
増
額
し
、
協
定
金

額
を
５
億
６
，２
９
６
万
円
と
す
る
。

　
変
更
の
主
な
要
因
は
、
立
坑
築
造
時

に
想
定
以
上
の
転
石
が
確
認
さ
れ
、
掘

進
機
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る

増
額
。

◇
議
案
第
150
号
（
可
決
）

因
美
線
東
郡
家
・
郡
家
間
宮
谷
踏
切
付
近

下
水
道
間（
雨
水
）付
設
工
事
の
協
定
締
結

○
協
定
金
額

３
億
５
，６
９
２
万
３
千
円

○
協
定
相
手

　
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
理
事
　
米
子
支
社
長
　
佐
伯
祥
一

○
協
定
期
間

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

議
案
第
148
号
、149
号
、150
号
は
郡
家
地
区
雨
水

排
水
対
策
事
業
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
次
の
ペ
ー
ジ
で
解
説
！！

◇
発
議
12
号
（
否
決
）

八
頭
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議（
そ
の
１
）

　
提
出
者
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
賛
成
者
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
賛
成
者
　
川
西
　
　
聡 

議
員

（
提
案
理
由
）

　
政
治
倫
理
審
査
会
の
調
査
請
求
の
申

出
が
同
僚
議
員
か
ら
あ
り
、
11
月
15
日

付
で
受
理
さ
れ
て
い
る
が
、
12
月
10
日

現
在
、
議
員
に
対
し
て
説
明
が
な
い
点
、

八
頭
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
要
望
書
に
つ
い

て
、
議
会
全
体
で
協
議
し
な
い
の
か
疑

問
な
点
、
月
に
一
度
の
議
員
全
員
協
議

会
の
開
催
を
提
案
し
た
が
、
提
案
が
実

行
さ
れ
な
い
点
な
ど
か
ら
議
長
を
信
任

で
き
な
い
の
で
発
議
す
る
。

　
　
　
　
　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
書
に
対
す
る
総
務
教

育
常
任
委
員
会
で
の
協
議
内
容
等
、
状

況
の
整
理
、
把
握
を
さ
れ
ず
、
す
ぐ
に

議
長
不
信
任
案
を
提
出
さ
れ
る
行
動
が

理
解
で
き
な
い
。
提
案
理
由
、
質
疑
を

聞
い
た
が
不
信
任
の
理
由
に
は
値
し
な

い
と
考
え
る
の
で
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
い
ろ
い
ろ
提
案
理
由
、発
議
理
由
を
述

べ
ら
れ
た
。発
議
者
の
提
案
し
て
い
る
議

長
不
信
任
に
至
る
経
緯
、発
議
を
し
た
思

い
が
理
解
で
き
る
の
で
私
は
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
緒
方
　
陽
紀 

議
員

　
議
長
不
信
任
と
い
う
極
め
て
重
大
な

事
案
は
、
議
会
運
営
に
重
大
な
問
題
を

発
生
さ
せ
る
、
議
長
の
権
限
を
利
用
し
、

不
平
等
な
対
応
を
行
う
、
法
に
触
れ
る

な
ど
悪
意
の
あ
る
行
為
、
言
動
、
重
大

な
過
失
に
対
し
て
該
当
す
る
も
の
だ
と

考
え
る
。
よ
っ
て
反
対
と
す
る
。

　
　
　
　
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
農
地
法
の
無
断
転
用
問
題
で
議
長
は

全
協
で
報
告
し
た
。
総
務
教
育
常
任
委

員
会
の
委
員
は
分
か
ら
な
い
の
で
農
業

委
員
会
事
務
局
長
を
呼
び
明
ら
か
に
す

べ
き
だ
っ
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
は
陳
情
で

は
な
い
と
議
長
は
全
協
で
報
告
す
る
べ

き
だ
っ
た
。
　

　
　
　
　
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
議
員
間
で
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
し
問
題
解
決
に
向
け
、

意
見
交
換
す
べ
き
で
あ
る
。
提
案
し
て

も
実
行
し
て
い
た
だ
け
な
い
。
町
民
に

と
っ
て
も
分
か
り
に
く
く
議
会
も
混
乱

す
る
。
こ
れ
は
議
長
の
責
任
で
あ
り
議

長
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
こ
の
発
議
は
事
実
誤
認
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
議
長
の
不
信
任
案
は
町
政
運
営

や
町
民
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

き
に
出
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
発
議

は
議
長
不
信
任
に
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
尾
島
　
　
勲 

議
員

　
不
信
任
決
議
と
い
う
重
大
な
決
議
は
、

本
来
思
う
と
か
感
じ
る
と
か
、
個
人
の

主
観
に
よ
り
発
議
さ
れ
る
も
の
で
は
決

し
て
無
い
。
個
人
の
感
情
や
主
観
で
発

議
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
正
で
公

平
な
判
断
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
が
高

ま
る
。
反
対
す
る
。

◇
発
議
13
号
（
否
決
）

八
頭
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議（
そ
の
２
）

　
提
出
者
　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
賛
成
者
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
賛
成
者
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
賛
成
者
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

（
提
案
理
由
）

　
４
月
の
議
長
就
任
か
ら
議
会
の
根
本

を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
点
。
第
７
、

８
回
の
臨
時
会
で
不
適
当
な
発
言
を
し

た
点
、
あ
る
議
員
が
農
地
法
に
違
反
し
、

罰
則
規
定
に
抵
触
す
る
の
で
、
議
員
全

員
協
議
会
で
諮
っ
て
、
結
論
を
出
そ
う

と
要
望
し
た
が
、
何
も
対
応
し
て
い
な

い
点
。
期
歴
の
長
い
議
員
に
相
談
さ
れ

る
と
言
っ
た
が
相
談
が
な
い
点
。
以
上

の
点
か
ら
、
議
長
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
判
断
し
た
の
で
発
議
す
る
。

　
　
　
　
　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　
信
任
で
き
な
い
行
為
が
確
認
さ
れ
、

住
民
に
対
し
て
不
利
益
な
行
為
が
確
認

さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
議
長
不
信
任

ま
で
は
値
し
な
い
と
考
え
る
の
で
反
対

す
る
。
こ
れ
を
最
後
に
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
事
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
不
信
任
決
議
は
重
大
。
農
地
法
の
認
識
、

政
治
倫
理
審
査
会
の
調
査
案
件
が
２
件

あ
る
こ
と
が
理
由
。
根
拠
が
無
い
の
で

あ
れ
ば
議
会
は
混
乱
し
な
い
。
正
す
べ

き
こ
と
は
正
す
こ
と
が
必
要
。
農
地
法

や
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て
議
員
全
員

が
認
識
を
深
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

令
和
３
年

第
７
回
臨
時
会

10
月
26
日 

令
和
３
年

第
８
回
臨
時
会

11
月
12
日 

　
　
　
　
　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
議
事
進
行
の
発
言
に
対
し
て
理
由
も

示
さ
ず
却
下
と
か
否
決
と
か
は
な
い
。

９
月
定
例
会
の
初
日
に
議
会
傍
聴
を
封

鎖
し
た
。
２
日
目
か
ら
人
数
制
限
を
し

て
認
め
た
が
変
更
の
理
由
を
示
し
て
い

な
い
。
新
し
く
当
選
し
た
方
が
主
要
な

職
を
占
め
る
と
矛
盾
が
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
新
し
く
当
選
さ
れ
た
議
員
が
議
長
、

要
職
を
占
め
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ

る
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

　
議
会
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
の
は
誰

な
の
か
。
今
回
の
発
議
は
議
長
不
信
任

に
該
当
し
な
い
。

　
　
　
　
　
山
根
張
太
郎 

議
員

　
議
長
は
提
出
さ
れ
た
議
案
を
議
会
と

し
て
き
ち
っ
と
審
議
さ
れ
、本
町
の
施
策

は
順
調
実
施
さ
れ
て
い
る
。議
長
の
能
力

不
足
で
町
民
に
必
要
な
施
策
を
議
長
の

責
任
で
遅
ら
せ
た
事
実
も
ま
っ
た
く
な

い
。従
っ
て
本
不
信
任
案
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
本
会
議
の
場
で
議
事
進
行
発
言
に
お

け
る
議
長
の
否
決
す
る
と
か
却
下
す
る

な
ど
意
味
不
明
な
言
葉
で
議
員
の
発
言

に
理
由
を
述
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
言
葉
の
意
味
も
わ
き
ま
え
ず
不
適
当

な
言
葉
で
終
ら
せ
よ
う
と
す
る
議
長
の

姿
勢
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　
　
　
　
尾
島
　
　
勲 

議
員

　
９
月
議
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、今
行

う
べ
き
思
考
、行
動
そ
し
て
我
々
議
員
の

常
識
は
、議
長
に
対
す
る
協
力
体
制
、議

会
に
対
す
る
協
力
体
制
を
構
築
し
、議
会

一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
負
託
に
答
え
る

こ
と
だ
と
強
く
確
信
す
る
。反
対
す
る
。議案採決の様子
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郡家地区雨水排水対策事業
ってどんな事業？

　大雨時に発生する郡家駅周辺の浸水に対し、竹ノ下排水路に排水口を増設し一定量以上の
雨水を私都川へ逃すことで、郡家駅周辺の浸水を防ぐことを目的とします。

　竹ノ下排水路から、国道29号、鉄道線路を横
断する、私都川までのトンネルを掘り、排水路を整
備する工事です。

　令和２年度から４年度にかけての事業費と
して９億２，１００万円余りです。
（工期は令和２年度から４年度末予定）

　国土交通省の建設工事公衆災害防止対策要
網により「軌道の安全確保の点から原則とし
て鉄道事業者に委託すべき」となっている為
です。

【西日本旅客鉄道株式会社】中央公民館の下手
から、宮谷踏切を越えた所までの排出経路。
【日本下水道事業団】宮谷踏切から私都川まで
の排出経路。

雨水排水事業　概略説明図

浸水時の様子（郡家保育所付近） 工事現場（郡家保健センター付近）

目的

どんな工事内容？ 費用と工期

なぜ、工区を分けて、二つの事業者が工事を行うのか？委託事業者

大雨時
浸水被害
発生箇所

【第1工区】日本下水道事業団

【第2工区】ＪＲ西日本

郡家駅

至  鳥取市

至  若桜町

●
郡家ドーム

やず市場●

●中央公民館

JR線路

県道
29

竹ノ下排水路

私都川
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議会報告会・意見交換会を開催

　日頃の議会活動を知っていただくと同時に町民の
皆さまからのご意見を聞かせていただき、町政に生
かしていくことを目的として、11月21日と11月29日
に4会場に分かれて議会報告会・意見交換会を開催
しました。
　参加いただいたのは、延べ２４人と大変少ない状
況でしたが、貴重なご意見を聞かせていただくことが
できました。
　いただきましたご意見は、できるところから対応す
るよう町執行部に働きかけていきたいと思います。

あなたの声が議会を動かします！

意見交換会で出された意見

アンケート調査結果

①時　間 ②内　容 ❶時　間 ❷進　行

第１部の議会報告をどのようにお感じになりましたか 第２部の意見交換会をどのようにお感じになりましたか

ちょうどいい
13

短かった
4

未記入
3

長かった
0

分かりやすい
11

分かりにくい
3

どちらでもない
3

未記入
3

ちょうどいい
10

短かった
9

長かった…0 未記入…1

良い
14

悪い
0

どちらでもない
5

未記入
1

① ② ❶ ❷

冬場の通学路の
除雪対応を町で
お願いしたい。

若桜鉄道沿線を
彼岸花でいっぱ
いにし、景観形
成して欲しい。

八頭町の環境譲与
税の使い道について
他町のモデルとなる
ような取り組みを。

清徳寺は四季
折々の美しさが
あるので、もっと
PRして欲しい。

地球の環境問題
に配慮した政策
を実施すべき。

コロナ対策終了
後を見込んだ町
づくりを検討す
べきである。

町のいろんな補助金
の制度を区長だけで
はなく、広報等で一
覧表にして情報提供
して欲しい。

農業・林業など
の後継者育成を
図って欲しい。

10年後に孫たちが
八頭町に戻ってき
たいと思える町づく
りをして欲しい。

など
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総
務
教
育
常
任
委
員
会
視
察
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会
視
察
報
告

１
．視
察
調
査
日
程

　
令
和
３
年
11
月
24
日

２
．視
察
場
所

　
〇
旧
安
部
小
学
校

　
〇
郡
家
西
小
学
校

３
．視
察
調
査
の
目
的

　
施
設
改
修
工
事
の
進
捗
状
況
の
確
認

４
．視
察
調
査
の
ま
と
め

〇
旧
安
部
小
学
校

　
文
化
施
設
に
改
修
中
の
状
況
説
明

を
受
け
た
。
絵
画
展
示
室
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
な
ど
、
11
月
末
の
工

事
進
捗
率
40
％
が
確
認
で
き
た
。

　
町
の
文
化
施
設
と
し
て
の
運
用
を
、

大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

〇
郡
家
西
小
学
校

　
築
40
年
以
上
が
経
過
し
た
学
校
の

大
規
模
改
修
現
場
の
確
認
が
出
来
、

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
や
木
材
を
多
用
し

た
内
装
と
な
る
説
明
が
あ
っ
た
。
11

月
末
の
工
事
進
捗
率
は
14.

５
％
で
あ

る
。
児
童
の
学
習
環
境
の
向
上
を
大

い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
町
内
に
あ
る
公

共
施
設
の
維
持
管
理
や
廃
止
な
ど
、

整
備
目
的
、
整
備
順
位
な
ど
を
明
確

に
し
た
運
用
を
期
待
し
た
い
。

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
視
察
報
告

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
視
察
報
告

１
．視
察
調
査
日
程

　
令
和
３
年
10
月
19
日

２
．視
察
場
所

　
・
郡
家
竹
ノ
下
雨
水
幹
線
建
設
工
事

　
　（
上
下
水
道
課
）

３
．視
察
調
査
の
目
的

　
工
事
の
進
捗
状
況
の
確
認

○
事
業
目
的

　
郡
家
駅
周
辺
住
宅
密
集
地
を
流
れ
る

竹
ノ
下
排
水
路
を
バ
イ
パ
ス
管
に
よ
り

分
水
さ
せ
浸
水
被
害
の
解
消
を
図
る
。

○
期
間

　
令
和
元
年
度
〜
令
和
４
年
度

　
全
体
事
業
費…

９
億
８
，０
０
０
万
円

（
う
ち
国
費
４
億
８
，６
０
０
万
円
）

委
員
の
意
見…

管
路
の
為
、
吐
出
口
が

高
く
、
管
路
に
常
に
水
が
溜
ま
り
、
加

え
て
土
砂
の
堆
積
が
予
想
さ
れ
、
維
持

管
理
上
、
心
配
な
部
分
が
あ
る
。
長
年

の
郡
家
地
域
の
願
望
で
あ
り
、
委
員
会

と
し
て
も
早
期
の
完
成
を
願
っ
て
い
る
。

１
．視
察
調
査
日
程

　
令
和
３
年
10
月
29
日

２
．視
察
場
所

　
・
姫
路
公
園
（
産
業
観
光
課
）

３
．視
察
調
査
の
目
的

　
施
設
運
営
状
況
の
確
認

現
状…

春
は
渓
流
釣
り
、
夏
は
キ
ャ
ン

プ
。
子
ど
も
広
場
と
モ
ト
ク
ロ
ス
体
験
、

宿
泊
棟
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。

今
後…

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
め
る
施
設
と
し
て
、
十
分
機
能
は

整
っ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
周

知
の
徹
底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
農
林
業
の
振
興
お
よ
び
福
祉
、介
護
、保

健
施
設
な
ど
、本
委
員
会
が
付
託
を
受
け

る
範
囲
は
広
い
が
、町
政
発
展
の
た
め
の
意

見
等
を
積
極
的
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

旧安部小学校

郡家西小学校

姫路公園

郡家竹ノ下雨水幹線
建設工事建築現場

11

　「議会だより」に関する企画・編集などのご意見をいただくために議会広報モニター制度を導入しています。
　議会広報モニター制度では、発行される議会だよりに対してのアンケートを実施し、意見交換の場を設けて、
モニターの皆様からのご意見やご要望をお聴きします。
　議会だよりの内容をより一層充実させるように努力していきます。

議会広報モニター委嘱状交付
モニター会議を実施

　10月27日、八頭町議会本会議場で議会広報モニター委
嘱状交付と会議を行いました。公募により７人の方に委嘱状
が交付されました。任期は令和５年 10月26日までです。
　交付後、議会広報委員と意見交換を行いました。

【議会広報モニター】
　中屋　史男　様
　川村　忠幸　様
　大野　博志　様
　本田　享代　様

浅井　　愛　様
澤田　和也　様
乾　　洋子　様

この結果を受けて、早急に検討し改善できるものから取り組んで行きます。
今後ともよろしくお願い致します。

委嘱状の交付

説明を聞く議会広報モニターの皆さん

議会だより第67号に対していただいた
議会広報モニターアンケート結果（抜粋）

表紙の写真に対
しての字のフォン
トが固い。

大切なところは
太字、罫線など
で示してほしい。

一般質問の余白
が気になる。

季節感のある
写真はいい。

グラフ、表は
よかった。

言葉のいい回しに
解説が必要。

議会だよりを
駅、学校などに
置いてはどうか。

議案に対しての
説明が不足して
いる。

など
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10

総
務
教
育
常
任
委
員
会
視
察
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会
視
察
報
告

１
．視
察
調
査
日
程

　
令
和
３
年
11
月
24
日

２
．視
察
場
所

　
〇
旧
安
部
小
学
校

　
〇
郡
家
西
小
学
校

３
．視
察
調
査
の
目
的

　
施
設
改
修
工
事
の
進
捗
状
況
の
確
認

４
．視
察
調
査
の
ま
と
め

〇
旧
安
部
小
学
校

　
文
化
施
設
に
改
修
中
の
状
況
説
明

を
受
け
た
。
絵
画
展
示
室
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
な
ど
、
11
月
末
の
工

事
進
捗
率
40
％
が
確
認
で
き
た
。

　
町
の
文
化
施
設
と
し
て
の
運
用
を
、

大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

〇
郡
家
西
小
学
校

　
築
40
年
以
上
が
経
過
し
た
学
校
の

大
規
模
改
修
現
場
の
確
認
が
出
来
、

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
や
木
材
を
多
用
し

た
内
装
と
な
る
説
明
が
あ
っ
た
。
11

月
末
の
工
事
進
捗
率
は
14.

５
％
で
あ

る
。
児
童
の
学
習
環
境
の
向
上
を
大

い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
町
内
に
あ
る
公

共
施
設
の
維
持
管
理
や
廃
止
な
ど
、

整
備
目
的
、
整
備
順
位
な
ど
を
明
確

に
し
た
運
用
を
期
待
し
た
い
。

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
視
察
報
告

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
視
察
報
告

１
．視
察
調
査
日
程

　
令
和
３
年
10
月
19
日

２
．視
察
場
所

　
・
郡
家
竹
ノ
下
雨
水
幹
線
建
設
工
事

　
　（
上
下
水
道
課
）

３
．視
察
調
査
の
目
的

　
工
事
の
進
捗
状
況
の
確
認

○
事
業
目
的

　
郡
家
駅
周
辺
住
宅
密
集
地
を
流
れ
る

竹
ノ
下
排
水
路
を
バ
イ
パ
ス
管
に
よ
り

分
水
さ
せ
浸
水
被
害
の
解
消
を
図
る
。

○
期
間

　
令
和
元
年
度
〜
令
和
４
年
度

　
全
体
事
業
費…

９
億
８
，０
０
０
万
円

（
う
ち
国
費
４
億
８
，６
０
０
万
円
）

委
員
の
意
見…

管
路
の
為
、
吐
出
口
が

高
く
、
管
路
に
常
に
水
が
溜
ま
り
、
加

え
て
土
砂
の
堆
積
が
予
想
さ
れ
、
維
持

管
理
上
、
心
配
な
部
分
が
あ
る
。
長
年

の
郡
家
地
域
の
願
望
で
あ
り
、
委
員
会

と
し
て
も
早
期
の
完
成
を
願
っ
て
い
る
。

１
．視
察
調
査
日
程

　
令
和
３
年
10
月
29
日

２
．視
察
場
所

　
・
姫
路
公
園
（
産
業
観
光
課
）

３
．視
察
調
査
の
目
的

　
施
設
運
営
状
況
の
確
認

現
状…

春
は
渓
流
釣
り
、
夏
は
キ
ャ
ン

プ
。
子
ど
も
広
場
と
モ
ト
ク
ロ
ス
体
験
、

宿
泊
棟
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。

今
後…

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
め
る
施
設
と
し
て
、
十
分
機
能
は

整
っ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
周

知
の
徹
底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
農
林
業
の
振
興
お
よ
び
福
祉
、介
護
、保

健
施
設
な
ど
、本
委
員
会
が
付
託
を
受
け

る
範
囲
は
広
い
が
、町
政
発
展
の
た
め
の
意

見
等
を
積
極
的
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

旧安部小学校

郡家西小学校

姫路公園

郡家竹ノ下雨水幹線
建設工事建築現場

11

　「議会だより」に関する企画・編集などのご意見をいただくために議会広報モニター制度を導入しています。
　議会広報モニター制度では、発行される議会だよりに対してのアンケートを実施し、意見交換の場を設けて、
モニターの皆様からのご意見やご要望をお聴きします。
　議会だよりの内容をより一層充実させるように努力していきます。

議会広報モニター委嘱状交付
モニター会議を実施

　10月27日、八頭町議会本会議場で議会広報モニター委
嘱状交付と会議を行いました。公募により７人の方に委嘱状
が交付されました。任期は令和５年 10月26日までです。
　交付後、議会広報委員と意見交換を行いました。

【議会広報モニター】
　中屋　史男　様
　川村　忠幸　様
　大野　博志　様
　本田　享代　様

浅井　　愛　様
澤田　和也　様
乾　　洋子　様

この結果を受けて、早急に検討し改善できるものから取り組んで行きます。
今後ともよろしくお願い致します。

委嘱状の交付

説明を聞く議会広報モニターの皆さん

議会だより第67号に対していただいた
議会広報モニターアンケート結果（抜粋）

表紙の写真に対
しての字のフォン
トが固い。

大切なところは
太字、罫線など
で示してほしい。

一般質問の余白
が気になる。

季節感のある
写真はいい。

グラフ、表は
よかった。

言葉のいい回しに
解説が必要。

議会だよりを
駅、学校などに
置いてはどうか。

議案に対しての
説明が不足して
いる。

など
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※議会運営委員の交代によるもの

会　議　名

出
欠
出
欠
出
欠 1

1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1

1
5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5第６回定例会（9/2～17）

※本会議5日間

第７回臨時会（10/26）

第９回定例会（12/9～21）
※本会議5日間

東部町議会議長会議員研修会（10/14）

第８回臨時会（11/12）

鳥取県町村議会議員研修会（11/22）

令和３年（４月～12月）定例会等の出欠日数一覧

第３回臨時会（4/28）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14議　席　番　号

第４回定例会（6/8～18）
※本会議5日間

第５回臨時会（7/30）

委 員 会 名

【議会運営委員会・常任委員会・特別委員会・全員協議会】

【定例会・臨時会・研修会】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14議　席　番　号

出　　20　6　　　 20  20  19  13　　　　　　　 20　 1
欠　　　　　　　　　　　　　1
出　　　　　　10　10　10　　　　　10　10　　　10　　　　　10
欠
出　  12　12　　　　　　　 12　12　　　　　11　　　12　11

11欠
出　　13　　　　　13　13　13　　　　　　　　　 13　13　13
欠
出　　4　 4　  4　 4　 4　 4　 4　 3　 4　 3　 4　 4　 4

11欠
出　  10　10  10　10　10　10　10　 9　10　7　10　10　10

31欠
出　　23　23　23　23　23　23　23　22　23　21　23　23　22　23

121欠
全員協議会（２３回）

議会改革推進調査特別委員会（４回）

予算・決算に関する調査特別委員会（１０回）

議会広報常任委員会（１３回）

議会運営委員会（２０回）

総務教育常任委員会（１０回）

産業福祉常任委員会（１２回）

議
員
名

前
田

　幸
己

奥
田
の
ぶ
よ

緒
方

　陽
紀

川
西
美
恵
子

小
原

　徹
也

川
西

　
　聡

栄
田

　秀
之

岡
嶋

　正
広

灘
口

　茂
郎

矢
部

　啓
祐

尾
島

　
　勲

中
村

　美
鈴

山
根
張
太
郎

森

　亜
紀
子

前
田

　幸
己

奥
田
の
ぶ
よ

緒
方

　陽
紀

川
西
美
恵
子

小
原

　徹
也

川
西

　
　聡

栄
田

　秀
之

岡
嶋

　正
広

灘
口

　茂
郎

矢
部

　啓
祐

尾
島

　
　勲

中
村

　美
鈴

山
根
張
太
郎

森

　亜
紀
子

※ ※※

出
欠 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1

出
欠 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1

出
欠
出
欠

出
欠

出
欠

全 員 出 席

全 員 出 席

全 員 出 席

全 員 出 席

全 員 出 席

12

議案等議決結果議案等議決結果
（第7、8回臨時会・第9回定例会）（第7、8回臨時会・第9回定例会）

賛成「○」、反対「×」で記載。  議案の採決は、前田議長を除く１３人で行う。

件　　　　　名

議　席　番　号
議
案
等
番
号

奥
田
の
ぶ
よ

緒
方

　陽
紀

川
西
美
恵
子

小
原

　徹
也

川
西

　
　聡

栄
田

　秀
之

岡
嶋

　正
広

灘
口

　茂
郎

矢
部

　啓
祐

尾
島

　
　勲

中
村

　美
鈴

山
根
張
太
郎

森

　亜
紀
子

13121110987654321

結

　果

可決

可決

可決

可決

否決

否決

可決

可決

可決

許可

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○

○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ╳

○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○

╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

147

148

149

150

発議12

発議13

151

152

153

154

156

157

158

159

160

161

陳情8

陳情9

陳情10

162

令和３年度八頭町一般会計補正予算（第７号）

八頭町議会議長の不信任決議（その１）

八頭町議会議長の不信任決議（その２）

八頭町国民健康保険条例の一部改正

八頭町地域福祉センター条例の一部改正

姫路公園の指定管理者の指定（簡易採決）

船岡保健センターの指定管理者の指定

議案第１５５号　ふる里の森の指定管理者の指定
についての撤回の件

八東地域福祉センターの指定管理者の指定

令和３年度八頭町一般会計補正予算（第９号）

令和３年度八頭町簡易水道特別会計補正予算
（第３号）
令和３年度八頭町公共下水道特別会計補正予算

（第３号）
令和３年度八頭町農業集落排水特別会計補正
予算（第２号）
放射性廃棄物を生む発電の停止を求める意見書
提出に関する陳情書
鳥取県県内に放射性廃棄物の最終処分を建設させない
議会決議のための陳情書（継続審査に関する賛否）
保育所等の最低基準（職員配置・面積基準）と、保育士の
処遇の抜本的な改善を求める意見書の提出を求める陳情書

令和３年度八頭町一般会計補正予算（第１０号）

令和３年度八頭町公共下水道特別会計補正予算
（第２号）

八頭町公共下水道竹ノ下排水区雨水幹線の建設
工事委託に関する協定の一部を変更する協定締結
因美線東郡家・郡家間宮谷踏切付近下水道管

（雨水）布設工事の協定締結

専決処分の承認を求めること
（令和３年度八頭町一般会計補正予算（第８号））

第7回臨時会

第8回臨時会

第9回定例会

継続
審査

継続
審査
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※議会運営委員の交代によるもの

会　議　名

出
欠
出
欠
出
欠 1

1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1

1
5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5第６回定例会（9/2～17）

※本会議5日間

第７回臨時会（10/26）

第９回定例会（12/9～21）
※本会議5日間

東部町議会議長会議員研修会（10/14）

第８回臨時会（11/12）

鳥取県町村議会議員研修会（11/22）

令和３年（４月～12月）定例会等の出欠日数一覧

第３回臨時会（4/28）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14議　席　番　号

第４回定例会（6/8～18）
※本会議5日間

第５回臨時会（7/30）

委 員 会 名

【議会運営委員会・常任委員会・特別委員会・全員協議会】

【定例会・臨時会・研修会】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14議　席　番　号

出　　20　6　　　 20  20  19  13　　　　　　　 20　 1
欠　　　　　　　　　　　　　1
出　　　　　　10　10　10　　　　　10　10　　　10　　　　　10
欠
出　  12　12　　　　　　　 12　12　　　　　11　　　12　11

11欠
出　　13　　　　　13　13　13　　　　　　　　　 13　13　13
欠
出　　4　 4　  4　 4　 4　 4　 4　 3　 4　 3　 4　 4　 4

11欠
出　  10　10  10　10　10　10　10　 9　10　7　10　10　10

31欠
出　　23　23　23　23　23　23　23　22　23　21　23　23　22　23

121欠
全員協議会（２３回）

議会改革推進調査特別委員会（４回）

予算・決算に関する調査特別委員会（１０回）

議会広報常任委員会（１３回）

議会運営委員会（２０回）

総務教育常任委員会（１０回）

産業福祉常任委員会（１２回）

議
員
名

前
田

　幸
己

奥
田
の
ぶ
よ

緒
方

　陽
紀

川
西
美
恵
子

小
原

　徹
也

川
西

　
　聡

栄
田

　秀
之

岡
嶋

　正
広

灘
口

　茂
郎

矢
部

　啓
祐

尾
島

　
　勲

中
村

　美
鈴

山
根
張
太
郎

森

　亜
紀
子

前
田

　幸
己

奥
田
の
ぶ
よ

緒
方

　陽
紀

川
西
美
恵
子

小
原

　徹
也

川
西

　
　聡

栄
田

　秀
之

岡
嶋

　正
広

灘
口

　茂
郎

矢
部

　啓
祐

尾
島

　
　勲

中
村

　美
鈴

山
根
張
太
郎

森

　亜
紀
子

※ ※※

出
欠 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1

出
欠 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1

出
欠
出
欠

出
欠

出
欠

全 員 出 席

全 員 出 席

全 員 出 席

全 員 出 席

全 員 出 席

12

議案等議決結果議案等議決結果
（第7、8回臨時会・第9回定例会）（第7、8回臨時会・第9回定例会）

賛成「○」、反対「×」で記載。  議案の採決は、前田議長を除く１３人で行う。

件　　　　　名

議　席　番　号
議
案
等
番
号

奥
田
の
ぶ
よ

緒
方

　陽
紀

川
西
美
恵
子

小
原

　徹
也

川
西

　
　聡

栄
田

　秀
之

岡
嶋

　正
広

灘
口

　茂
郎

矢
部

　啓
祐

尾
島

　
　勲

中
村

　美
鈴

山
根
張
太
郎

森

　亜
紀
子

13121110987654321

結

　果

可決

可決

可決

可決

否決

否決

可決

可決

可決

許可

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○

○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ╳

○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○

╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

147

148

149

150

発議12

発議13

151

152

153

154

156

157

158

159

160

161

陳情8

陳情9

陳情10

162

令和３年度八頭町一般会計補正予算（第７号）

八頭町議会議長の不信任決議（その１）

八頭町議会議長の不信任決議（その２）

八頭町国民健康保険条例の一部改正

八頭町地域福祉センター条例の一部改正

姫路公園の指定管理者の指定（簡易採決）

船岡保健センターの指定管理者の指定

議案第１５５号　ふる里の森の指定管理者の指定
についての撤回の件

八東地域福祉センターの指定管理者の指定

令和３年度八頭町一般会計補正予算（第９号）

令和３年度八頭町簡易水道特別会計補正予算
（第３号）
令和３年度八頭町公共下水道特別会計補正予算

（第３号）
令和３年度八頭町農業集落排水特別会計補正
予算（第２号）
放射性廃棄物を生む発電の停止を求める意見書
提出に関する陳情書
鳥取県県内に放射性廃棄物の最終処分を建設させない
議会決議のための陳情書（継続審査に関する賛否）
保育所等の最低基準（職員配置・面積基準）と、保育士の
処遇の抜本的な改善を求める意見書の提出を求める陳情書

令和３年度八頭町一般会計補正予算（第１０号）

令和３年度八頭町公共下水道特別会計補正予算
（第２号）

八頭町公共下水道竹ノ下排水区雨水幹線の建設
工事委託に関する協定の一部を変更する協定締結
因美線東郡家・郡家間宮谷踏切付近下水道管

（雨水）布設工事の協定締結

専決処分の承認を求めること
（令和３年度八頭町一般会計補正予算（第８号））

第7回臨時会

第8回臨時会

第9回定例会

継続
審査

継続
審査



14第68号 令和4年2月

教
育
長
／
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
面
か
ら
有
益
だ

15

　
任
期
満
了
に
伴
う
吉
田
町
長

の
出
処
進
退
は
。

　
７
年
７
か
月
の
町
政
運
営
の

評
価
は
。残
任
期
間
の
活
動
は
。

　
自
分
で
評
価
す
る
の
は
難
し

い
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、公

約
も
含
め
て
総
合
計
画
、総
合

戦
略
等
の
取
組
が
こ
の
２
期
目

の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
運
営
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　
残
任
期
間
の
活
動
は
、予
算

計
上
し
て
い
る
ソ
フ
ト
、ハ
ー

ド
事
業
の
着
実
な
実
施
、今
後

を
見
据
え
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策
、地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
組
が
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。　
　
　

　
出
処
進
退
は
大
変
重
責
だ
が
、

今
後
も
町
民
皆
様
方
の
御
支
援

が
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、引
き
続
き
町
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
、町
政
の
諸

課
題
に
町
民
の
皆
様
方
、議
員

各
位
と
一
緒
に
な
っ
て
取
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

　
今
現
在
の
庁
舎
の
在
り
方
に

つ
い
て
町
長
の
思
い
は
。

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考

え
た
い
。

　
庁
舎
の
中
に
防
災
の
拠
点
と

な
る
も
の
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

質
問

質
問

出処進退は

町長/

町
長
選
挙 引き続き町政を担わせて

いただきたい

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

奥田のぶよ　議員

①
食
育
推
進
計
画
指
標
か
ら
見

え
る
課
題
は
。

・
朝
食
の
欠
食
。

・
地
産
地
消
。

・
食
文
化
の
伝
承
。

②
保
育
所
へ
の
栄
養
士
配
置
は
。

③
食
品
ロ
ス
の
取
組
は
。

④
学
校
給
食
の
食
育
推
進
は
。

⑤
学
校
給
食
の
地
産
地
消
は
。

⑥
学
校
給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
食
対
応
は
。

①
７
月
に
町
民
１
０
０
０
人
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
朝

食
の
摂
食
率
は
現
状
維
持
の
78
．

５
％
、
地
産
地
消
を
実
施
し
て

い
る
割
合
は
１
割
以
上
ア
ッ
プ

の
48
．０
％
、
食
文
化
の
伝
承
は

目
標
達
成
に
至
っ
て
い
な
い
。

②
調
理
師
と
保
健
課
栄
養
士
が

連
携
し
献
立
作
成
等
し
て
い
る
。

③
次
期
計
画
も
食
品
ロ
ス
の
削

減
に
努
め
る
よ
う
取
組
む
。

④
栄
養
教
諭
等
が
給
食
時
間
に

各
学
校
を
訪
問
し
て
食
に
関
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
地
産
地
消
率
は
減
少
し
、
令

和
２
年
度
69
％
だ
。

⑥
専
門
調
理
室
が
あ
り
対
応
食

を
提
供
で
き
て
い
る
。

　　
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
は
。

　
内
部
で
話
を
し
た
い
。

　
花
御
所
柿
を
提
供
す
る
メ
モ

リ
ア
ル
給
食
を
考
え
な
い
か
。

　
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

面
か
ら
有
益
だ
と
考
え
る
。
検

討
し
て
み
た
い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

花
御
所
柿
を
提
供
す
る

メ
モ
リ
ア
ル
給
食
の
実
施
は

食育推進

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長

▲ 八頭町学校給食共同調理場

件　　　　名 提　出　者 理　　　由審査結果

放射性廃棄物を生む原子
力発電の停止を求める意
見書提出に関する陳情書

　エネルギー構成比の激変
は社会的混乱を招く原因に
なりかねず、現状の社会構
造からして現実的ではない。

反核・平和の日リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　其山　将範

反核・平和の日リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　其山　将範

鳥取県内に放射性廃棄物
の最終処分場を建設させな
い議会決議のための陳情書

なお慎重審査を要する。

14

ここが聞きたい 一 般 質 問 13人が
一般質問
しました

質問事項質問者 頁質問事項質問者 頁

 山根

奥田

矢部

緒方

岡嶋

川西美

灘口

15

16

17

19

20

21

22

23

24

25

26

27

川西聡

 尾島

 中村

森

栄田

新型コロナウイルス対策の今後

町の活性化

放課後児童クラブ

デジタル田園都市国家構想への対応

本町における令和時代の森林・林業施策

ヤングケアラー支援

通学路の安全確保等

やずバスの新ルート新設

農業振興小規模農家

任期満了にともなう�田町長の出処進退

庁舎のあり方

農業施策

耕作放棄地対策

観光振興

子供たちの郷土愛を育む施策

食育推進

幼児の情緒安定や高齢者の認知症予防
対策などに対するオルゴールの活用

通学路の安全の確保と放課後の遊び場

農業の後継者問題への取り組み

小原 18行政運営

コロナ禍からの復興

不採択

保育所等の最低基準（職
員配置・面積基準）と、保
育士の処遇の抜本的な改
善を求める意見書の提出
を求める陳情書 

　本町の職員配置等の現
状は、必ずしも陳情内容に
当てはまらない。

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利 不採択

継続審査



15 第68号 令和4年2月

教
育
長
／
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
面
か
ら
有
益
だ

15

　
任
期
満
了
に
伴
う
吉
田
町
長

の
出
処
進
退
は
。

　
７
年
７
か
月
の
町
政
運
営
の

評
価
は
。残
任
期
間
の
活
動
は
。

　
自
分
で
評
価
す
る
の
は
難
し

い
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、公

約
も
含
め
て
総
合
計
画
、総
合

戦
略
等
の
取
組
が
こ
の
２
期
目

の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
運
営
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　
残
任
期
間
の
活
動
は
、予
算

計
上
し
て
い
る
ソ
フ
ト
、ハ
ー

ド
事
業
の
着
実
な
実
施
、今
後

を
見
据
え
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策
、地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
組
が
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。　
　
　

　
出
処
進
退
は
大
変
重
責
だ
が
、

今
後
も
町
民
皆
様
方
の
御
支
援

が
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、引
き
続
き
町
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
、町
政
の
諸

課
題
に
町
民
の
皆
様
方
、議
員

各
位
と
一
緒
に
な
っ
て
取
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

　
今
現
在
の
庁
舎
の
在
り
方
に

つ
い
て
町
長
の
思
い
は
。

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考

え
た
い
。

　
庁
舎
の
中
に
防
災
の
拠
点
と

な
る
も
の
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

質
問

質
問

出処進退は

町長/

町
長
選
挙 引き続き町政を担わせて

いただきたい

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

奥田のぶよ　議員

①
食
育
推
進
計
画
指
標
か
ら
見

え
る
課
題
は
。

・
朝
食
の
欠
食
。

・
地
産
地
消
。

・
食
文
化
の
伝
承
。

②
保
育
所
へ
の
栄
養
士
配
置
は
。

③
食
品
ロ
ス
の
取
組
は
。

④
学
校
給
食
の
食
育
推
進
は
。

⑤
学
校
給
食
の
地
産
地
消
は
。

⑥
学
校
給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
食
対
応
は
。

①
７
月
に
町
民
１
０
０
０
人
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
朝

食
の
摂
食
率
は
現
状
維
持
の
78
．

５
％
、
地
産
地
消
を
実
施
し
て

い
る
割
合
は
１
割
以
上
ア
ッ
プ

の
48
．０
％
、
食
文
化
の
伝
承
は

目
標
達
成
に
至
っ
て
い
な
い
。

②
調
理
師
と
保
健
課
栄
養
士
が

連
携
し
献
立
作
成
等
し
て
い
る
。

③
次
期
計
画
も
食
品
ロ
ス
の
削

減
に
努
め
る
よ
う
取
組
む
。

④
栄
養
教
諭
等
が
給
食
時
間
に

各
学
校
を
訪
問
し
て
食
に
関
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
地
産
地
消
率
は
減
少
し
、
令

和
２
年
度
69
％
だ
。

⑥
専
門
調
理
室
が
あ
り
対
応
食

を
提
供
で
き
て
い
る
。

　　
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
は
。

　
内
部
で
話
を
し
た
い
。

　
花
御
所
柿
を
提
供
す
る
メ
モ

リ
ア
ル
給
食
を
考
え
な
い
か
。

　
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

面
か
ら
有
益
だ
と
考
え
る
。
検

討
し
て
み
た
い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

花
御
所
柿
を
提
供
す
る

メ
モ
リ
ア
ル
給
食
の
実
施
は

食育推進

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長

▲ 八頭町学校給食共同調理場

件　　　　名 提　出　者 理　　　由審査結果

放射性廃棄物を生む原子
力発電の停止を求める意
見書提出に関する陳情書

　エネルギー構成比の激変
は社会的混乱を招く原因に
なりかねず、現状の社会構
造からして現実的ではない。

反核・平和の日リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　其山　将範

反核・平和の日リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　其山　将範

鳥取県内に放射性廃棄物
の最終処分場を建設させな
い議会決議のための陳情書

なお慎重審査を要する。
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27
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町の活性化
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デジタル田園都市国家構想への対応

本町における令和時代の森林・林業施策

ヤングケアラー支援

通学路の安全確保等

やずバスの新ルート新設

農業振興小規模農家

任期満了にともなう�田町長の出処進退

庁舎のあり方

農業施策

耕作放棄地対策

観光振興

子供たちの郷土愛を育む施策

食育推進

幼児の情緒安定や高齢者の認知症予防
対策などに対するオルゴールの活用

通学路の安全の確保と放課後の遊び場

農業の後継者問題への取り組み

小原 18行政運営

コロナ禍からの復興

不採択

保育所等の最低基準（職
員配置・面積基準）と、保
育士の処遇の抜本的な改
善を求める意見書の提出
を求める陳情書 

　本町の職員配置等の現
状は、必ずしも陳情内容に
当てはまらない。

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利 不採択

継続審査



16第68号 令和4年2月

　
本
町
は
古
く
か
ら
農
林
業
を

主
た
る
産
業
と
し
て
き
た
。近

年
、農
業
従
事
者
の
減
少
な
ど

極
め
て
深
刻
な
課
題
が
山
積
み

だ
。

①
平
成
28
年
〜
令
和
２
年
度
の

５
年
間
の
本
町
の
新
規
就
農
者

数
の
推
移
は
（
法
人
等
も
含
む
）。

②
特
に
柿
農
家
の
後
継
者
不
足
、

担
い
手
不
足
の
現
状
と
今
後
は
。

①
新
規
自
営
就
農
が
５
年
間
で

９
人
、法
人
等
新
規
就
農
が
21

人
、柿
農
家
は
３
人
だ
。新
規
就

農
者
が
少
な
い
の
は
、初
期
投

資
が
高
い
こ
と
、栽
培
技
術
の

取
得
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

災
害
等
に
よ
り
所
得
が
不
安
定

な
こ
と
が
要
因
だ
。

②
本
町
の
柿
の
経
営
戸
数
・
面

積
共
に
５
年
間
で
約
20
％
減
。

一
方
で
鳥
取
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
輝
太
郎
柿
を
栽
培
す
る
農

家
は
５
年
間
で
約
42
％
増
。

　
柿
農
家
を
増
や
す
取
り
組
み

と
し
て
は
、10
ａ
当
た
り
20
万
円

の
育
成
促
進
費
用
の
支
援
、新

規
就
農
者
に
栽
培
技
術
の
指
導

サ
ポ
ー
ト
、西
条
柿
の
「
あ
ん
ぽ

柿
」加
工
に
よ
る
販
売
や
こ
お
げ

花
御
所
柿
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
所

得
向
上
を
図
っ
て
、生
産
基
盤
の

強
化
を
し
て
い
る
。

　
今
年
は
特
に
米
価
が
大
幅
に

下
落
し
、農
家
の
方
が
来
年
も

米
作
り
を
続
け
ら
れ
る
か
と
い

う
ほ
ど
深
刻
だ
。国
や
県
レ
ベ

ル
で
の
補
助
が
必
要
だ
が
、町

と
し
て
特
徴
あ
る
取
り
組
み
は

出
来
な
い
か
。

　
例
え
ば
、地
元
の
農
作
物
は

地
元
で
つ
く
る
、食
べ
る
、流
通

さ
せ
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
に
あ

る
よ
う
な
有
機
農
業
に
特
化
し

た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
の

仕
組
み
作
り
や
稲
作
を
体
験
す

る
ツ
ア
ー
を
組
む
等
。

　
今
年
の
米
価
は
約
２
割
減
だ
。

町
も
ど
う
し
た
こ
と
が
出
来
る

か
、
次
の
手
段
が
出
来
て
い
な

い
の
が
現
状
だ
。

　
昨
今
は
想
定
以
上
の
大
雨
も

あ
る
。
昔
か
ら
水
田
は
ダ
ム
機

能
を
果
た
し
て
い
る
と
も
言
う

が
、
防
災
の
観
点
で
水
田
に
助

成
は
出
来
な
い
か
。

　
ま
だ
、
そ
こ
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
本
町
は
、Ｊ
Ａ
や
農
業
公
社

と
も
っ
と
協
議
し
、
環
境
整
備

を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
３
者
で
集
落
の
座
談
会
に
出

て
い
る
。
改
め
て
３
者
で
協
議

が
出
来
た
ら
と
は
思
う
。

　
米
や
果
樹
な
ど
色
々
な
ジ
ャ

ン
ル
を
取
り
込
ん
だ
後
継
者
が

集
ま
り
や
す
い
法
人
の
助
成
を

し
て
み
て
は
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
し
て

い
る
法
人
が
あ
る
。
他
に
も
と

い
う
こ
と
な
ら
産
業
観
光
課
へ

相
談
に
来
て
欲
し
い
。

　
現
場
の
生
産
者
か
ら
「
色
々

な
補
助
制
度
が
あ
る
こ
と
が
浸

透
し
て
い
な
い
」
と
い
う
声
を

多
く
聞
く
。
行
政
側
か
ら
の
積

極
的
な
告
知
を
期
待
す
る
が
。

　
行
政
の
立
場
は
出
来
る
こ
と

を
手
伝
う
の
が
役
割
だ
。

※

そ
の
他
の
質
問

「
公
の
施
設
の
管
理
の
現
状
と

今
後
」

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

ＪＡや農業公社ともっと協議
すべきでは

町長/

農
業
の

後
継
者
問
題 改めて協議が出来たらとは思う

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

矢部　啓祐　議員

▲ 大御門エリアに広がる柿畑

町
長
／
今
後
は
農
薬
散
布
等
を

考
え
て
い
る
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３
町
合
併
か
ら
17
年
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
今
、庁
舎
の
現

状
及
び
今
後
の
財
政
推
計
等
を

考
慮
す
る
と
、今
後
の
庁
舎
の
あ

り
方
を
具
体
的
に
示
す
時
期
に

達
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
後
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

　
新
庁
舎
建
設
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。他
の
事
業
の
進
捗
状

況
と
か
将
来
的
な
財
政
状
況
を

見
極
め
た
上
で
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。財
源
は
基
金
の
活
用

を
は
じ
め
合
併
特
例
債
の
活
用

が
望
ま
し
い
。

　
今
後
議
会
の
皆
さ
ん
と
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　
過
去
２
度
の
庁
舎
建
設
等
検

討
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま
え
今

回
新
た
に
結
果
を
ま
と
め
た
報

告
で
は
、合
併
特
例
債
を
財
源
と

し
て
現
在
の
本
庁
舎
を
更
新
す

る
必
要
が
あ
る
。船
岡
庁
舎
を
有

効
利
用
し
な
が
ら
郡
家
地
域
に

本
庁
機
能
を
有
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
新
庁
舎
の
建
設
が
望
ま
し
い
。

規
模
や
場
所
を
速
や
か
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
と
あ
る
。

　
今
後
庁
舎
の
あ
り
方
を
ど
の

様
に
頭
に
描
い
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　
本
庁
は
３
つ
の
町
が
合
併
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、最
終
的

に
庁
舎
機
能
は
一
つ
と
い
う
の
が

望
ま
し
い
。

質
問

質
問

今後の庁舎のあり方は

町長/

庁
舎
建
設
問
題

庁舎機能は一つが
望ましい

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

　
小
規
模
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

　
機
械
導
入
補
助
や
免
許
取
得

費
用
の
助
成
、
法
面
の
雑
草
対

策
支
援
。
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
農
薬
散
布
を
考
え
て
い
る
。

　
町
内
産
の
米
を
町
内
で
消
費

す
る
制
度
の
設
定
等
に
つ
い
て
。

①
町
内
ス
ー
パ
ー
に
置
い
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

②
保
育
所
で
利
用
す
る
制
度
の

設
定
は
。

③
学
校
給
食
の
米
を
直
接
町
が

買
い
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

①
販
売
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

お
願
い
す
る
こ
と
は
可
能
。

②
町
内
店
舗
で
調
整
し
て
い
た

だ
き
町
内
産
を
中
心
に
納
入
し

て
い
る
。
町
内
産
指
定
の
場
合

店
舗
に
よ
り
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
方
法
を
継

続
す
る
こ
と
が
よ
い
と
考
え
る
。

③
鳥
取
県
学
校
給
食
会
か
ら
購

入
し
、
町
内
産
１
０
０
％
で
あ

る
。
栄
養
成
分
分
析
や
品
質
試

験
、
残
留
農
薬
検
査
も
行
な
わ

れ
、
安
心
し
た
食
材
と
考
え
る
。

　
特
別
栽
培
米
神
兎
に
つ
い
て

の
販
路
開
拓
等
今
後
の
取
組
は
。

　
来
年
か
ら
栽
培
面
積
を
増
や

し
、
経
営
の
安
定
を
図
り
た
い
。

※

そ
の
他
の
質
問

・
河
床
掘
削

・
八
東
駅
ホ
ー
ム
の
待
合
所
整
備

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
薮
田
教
育
長

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
策
は

水田農業

▲ 老朽化が進む八頭町役場本庁舎
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本
町
は
古
く
か
ら
農
林
業
を

主
た
る
産
業
と
し
て
き
た
。近

年
、農
業
従
事
者
の
減
少
な
ど

極
め
て
深
刻
な
課
題
が
山
積
み

だ
。

①
平
成
28
年
〜
令
和
２
年
度
の

５
年
間
の
本
町
の
新
規
就
農
者

数
の
推
移
は
（
法
人
等
も
含
む
）。

②
特
に
柿
農
家
の
後
継
者
不
足
、

担
い
手
不
足
の
現
状
と
今
後
は
。

①
新
規
自
営
就
農
が
５
年
間
で

９
人
、法
人
等
新
規
就
農
が
21

人
、柿
農
家
は
３
人
だ
。新
規
就

農
者
が
少
な
い
の
は
、初
期
投

資
が
高
い
こ
と
、栽
培
技
術
の

取
得
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

災
害
等
に
よ
り
所
得
が
不
安
定

な
こ
と
が
要
因
だ
。

②
本
町
の
柿
の
経
営
戸
数
・
面

積
共
に
５
年
間
で
約
20
％
減
。

一
方
で
鳥
取
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
輝
太
郎
柿
を
栽
培
す
る
農

家
は
５
年
間
で
約
42
％
増
。

　
柿
農
家
を
増
や
す
取
り
組
み

と
し
て
は
、10
ａ
当
た
り
20
万
円

の
育
成
促
進
費
用
の
支
援
、新

規
就
農
者
に
栽
培
技
術
の
指
導

サ
ポ
ー
ト
、西
条
柿
の
「
あ
ん
ぽ

柿
」加
工
に
よ
る
販
売
や
こ
お
げ

花
御
所
柿
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
所

得
向
上
を
図
っ
て
、生
産
基
盤
の

強
化
を
し
て
い
る
。

　
今
年
は
特
に
米
価
が
大
幅
に

下
落
し
、農
家
の
方
が
来
年
も

米
作
り
を
続
け
ら
れ
る
か
と
い

う
ほ
ど
深
刻
だ
。国
や
県
レ
ベ

ル
で
の
補
助
が
必
要
だ
が
、町

と
し
て
特
徴
あ
る
取
り
組
み
は

出
来
な
い
か
。

　
例
え
ば
、地
元
の
農
作
物
は

地
元
で
つ
く
る
、食
べ
る
、流
通

さ
せ
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
に
あ

る
よ
う
な
有
機
農
業
に
特
化
し

た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
の

仕
組
み
作
り
や
稲
作
を
体
験
す

る
ツ
ア
ー
を
組
む
等
。

　
今
年
の
米
価
は
約
２
割
減
だ
。

町
も
ど
う
し
た
こ
と
が
出
来
る

か
、
次
の
手
段
が
出
来
て
い
な

い
の
が
現
状
だ
。

　
昨
今
は
想
定
以
上
の
大
雨
も

あ
る
。
昔
か
ら
水
田
は
ダ
ム
機

能
を
果
た
し
て
い
る
と
も
言
う

が
、
防
災
の
観
点
で
水
田
に
助

成
は
出
来
な
い
か
。

　
ま
だ
、
そ
こ
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
本
町
は
、Ｊ
Ａ
や
農
業
公
社

と
も
っ
と
協
議
し
、
環
境
整
備

を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
３
者
で
集
落
の
座
談
会
に
出

て
い
る
。
改
め
て
３
者
で
協
議

が
出
来
た
ら
と
は
思
う
。

　
米
や
果
樹
な
ど
色
々
な
ジ
ャ

ン
ル
を
取
り
込
ん
だ
後
継
者
が

集
ま
り
や
す
い
法
人
の
助
成
を

し
て
み
て
は
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
し
て

い
る
法
人
が
あ
る
。
他
に
も
と

い
う
こ
と
な
ら
産
業
観
光
課
へ

相
談
に
来
て
欲
し
い
。

　
現
場
の
生
産
者
か
ら
「
色
々

な
補
助
制
度
が
あ
る
こ
と
が
浸

透
し
て
い
な
い
」
と
い
う
声
を

多
く
聞
く
。
行
政
側
か
ら
の
積

極
的
な
告
知
を
期
待
す
る
が
。

　
行
政
の
立
場
は
出
来
る
こ
と

を
手
伝
う
の
が
役
割
だ
。

※

そ
の
他
の
質
問

「
公
の
施
設
の
管
理
の
現
状
と

今
後
」

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

ＪＡや農業公社ともっと協議
すべきでは

町長/

農
業
の

後
継
者
問
題 改めて協議が出来たらとは思う

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長
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▲ 大御門エリアに広がる柿畑

町
長
／
今
後
は
農
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散
布
等
を

考
え
て
い
る
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３
町
合
併
か
ら
17
年
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
今
、庁
舎
の
現

状
及
び
今
後
の
財
政
推
計
等
を

考
慮
す
る
と
、今
後
の
庁
舎
の
あ

り
方
を
具
体
的
に
示
す
時
期
に

達
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
後
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

　
新
庁
舎
建
設
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。他
の
事
業
の
進
捗
状

況
と
か
将
来
的
な
財
政
状
況
を

見
極
め
た
上
で
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。財
源
は
基
金
の
活
用

を
は
じ
め
合
併
特
例
債
の
活
用

が
望
ま
し
い
。

　
今
後
議
会
の
皆
さ
ん
と
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　
過
去
２
度
の
庁
舎
建
設
等
検

討
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま
え
今

回
新
た
に
結
果
を
ま
と
め
た
報

告
で
は
、合
併
特
例
債
を
財
源
と

し
て
現
在
の
本
庁
舎
を
更
新
す

る
必
要
が
あ
る
。船
岡
庁
舎
を
有

効
利
用
し
な
が
ら
郡
家
地
域
に

本
庁
機
能
を
有
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
新
庁
舎
の
建
設
が
望
ま
し
い
。

規
模
や
場
所
を
速
や
か
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
と
あ
る
。

　
今
後
庁
舎
の
あ
り
方
を
ど
の

様
に
頭
に
描
い
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　
本
庁
は
３
つ
の
町
が
合
併
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、最
終
的

に
庁
舎
機
能
は
一
つ
と
い
う
の
が

望
ま
し
い
。

質
問

質
問

今後の庁舎のあり方は

町長/

庁
舎
建
設
問
題

庁舎機能は一つが
望ましい

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

　
小
規
模
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

　
機
械
導
入
補
助
や
免
許
取
得

費
用
の
助
成
、
法
面
の
雑
草
対

策
支
援
。
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
農
薬
散
布
を
考
え
て
い
る
。

　
町
内
産
の
米
を
町
内
で
消
費

す
る
制
度
の
設
定
等
に
つ
い
て
。

①
町
内
ス
ー
パ
ー
に
置
い
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

②
保
育
所
で
利
用
す
る
制
度
の

設
定
は
。

③
学
校
給
食
の
米
を
直
接
町
が

買
い
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

①
販
売
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

お
願
い
す
る
こ
と
は
可
能
。

②
町
内
店
舗
で
調
整
し
て
い
た

だ
き
町
内
産
を
中
心
に
納
入
し

て
い
る
。
町
内
産
指
定
の
場
合

店
舗
に
よ
り
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
方
法
を
継

続
す
る
こ
と
が
よ
い
と
考
え
る
。

③
鳥
取
県
学
校
給
食
会
か
ら
購

入
し
、
町
内
産
１
０
０
％
で
あ

る
。
栄
養
成
分
分
析
や
品
質
試

験
、
残
留
農
薬
検
査
も
行
な
わ

れ
、
安
心
し
た
食
材
と
考
え
る
。

　
特
別
栽
培
米
神
兎
に
つ
い
て

の
販
路
開
拓
等
今
後
の
取
組
は
。

　
来
年
か
ら
栽
培
面
積
を
増
や

し
、
経
営
の
安
定
を
図
り
た
い
。

※

そ
の
他
の
質
問

・
河
床
掘
削

・
八
東
駅
ホ
ー
ム
の
待
合
所
整
備

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
薮
田
教
育
長

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
策
は

水田農業

▲ 老朽化が進む八頭町役場本庁舎
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臨時会の考え方は

町長/必要な場合に招集する

議
会
審
議

①
竹
ノ
下
排
水
区
雨
水
幹
線
建

設
工
事
、
こ
の
事
業
は
推
進
工

事
で
モ
グ
ラ
さ
ん
の
よ
う
に
掘
っ

て
い
く
10
億
円
余
り
を
投
じ
る

大
き
な
工
事
だ
。
重
要
な
審
議

を
全
て
、
臨
時
会
で
議
決
し
た

こ
と
の
説
明
を
求
め
た
い
。

②
定
例
会
と
臨
時
会
の
違
い
は

会
期
日
数
だ
。
臨
時
会
の
会
期

１
日
に
対
し
、
定
例
会
は
会
期

日
数
も
14
日
程
度
だ
。
言
い
換

え
れ
ば
議
案
に
対
し
、
深
く
審

議
で
き
る
が
、
な
ぜ
審
議
の
場

を
臨
時
会
と
し
た
の
か
。

③
工
事
の
完
成
日
は
、
令
和
５

年
３
月
末
。
町
長
の
任
期
は
令

和
４
年
春
に
任
期
満
了
だ
が
、

こ
の
大
工
事
を
最
後
ま
で
見
届

け
る
責
任
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

④
⑴
本
庁
舎
の
耐
用
年
数
が
令

和
５
年
に
迫
っ
て
い
る
。
工
事

費
が
数
十
億
円
ま
た
は
数
百
億

円
と
心
配
す
る
が
、
こ
の
工
事

も
町
長
の
任
期
と
非
常
に
関
係

す
る
。
建
て
替
え
に
対
し
考
え

も
あ
る
と
思
う
。
逆
に
な
い
と

言
わ
れ
た
ら
無
責
任
だ
と
考
え

る
。
町
長
の
手
腕
が
評
価
さ
れ

る
の
で
意
気
込
み
を
聞
き
た
い
。

⑵
任
期
満
了
の
進
退
に
つ
い
て

立
候
補
す
る
と
答
弁
し
た
が
、

八
東
地
域
の
集
落
で
「
ホ
ッ

ケ
ー
場
は
必
要
な
施
設
だ
」
と

言
っ
た
と
聞
い
た
。
そ
の
話
を

聞
い
た
住
民
の
方
々
は
、「
町

長
は
ホ
ッ
ケ
ー
施
設
を
建
設
す

る
」
と
理
解
し
て
い
る
が
。

⑶
こ
の
建
設
問
題
は
４
年
前
に

で
き
た
議
員
同
士
の
溝
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
町
長
は
ホ
ッ

ケ
ー
場
の
事
に
触
れ
よ
う
と
し

な
い
が
、
は
っ
き
り
答
弁
し
な

い
以
上
、
対
立
軸
選
択
肢
と
し

て
住
民
皆
様
の
受
皿
に
な
り
、

私
は
立
候
補
も
検
討
す
る
考
え

が
あ
る
。
改
め
て
明
確
な
答
弁

を
お
願
い
す
る
。

⑤
臨
時
会
は
会
期
１
日
限
り
。

実
際
１
時
間
、
２
時
間
で
会
期

は
終
わ
る
中
で
、
議
長
に
会
期

延
長
を
発
言
し
た
が
認
め
ら
れ

な
い
中
、
私
に
は
10
億
円
を
超

え
る
大
工
事
を
１
日
の
会
期
で

判
断
で
き
な
い
が
。

⑥
公
共
施
設
等
々
の
活
用
は
周

り
に
及
ぶ
波
及
効
果
も
期
待
さ

れ
る
。
そ
こ
で
自
立
と
公
平
・

平
等
の
観
点
を
聞
く
。
成
功
し

て
い
る
事
業
だ
か
ら
、
期
限
な

く
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
は
バ

ラ
ン
ス
に
欠
け
る
。
公
平
性
で

見
る
と
期
限
を
設
け
て
自
立
を

促
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
民
間
企
業
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
自
己
責
任
だ
。
と

考
え
れ
ば
、
期
限
を
定
め
公
平

な
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

①
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
案
件
に
限
り
臨
時
会
を
招

集
し
た
。

②
詳
細
設
計
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ

施
工
区
分
と
の
協
議
に
時
間
を

要
し
、
半
年
程
度
ず
れ
込
ん
だ

こ
と
に
伴
い
全
体
工
程
で
検
討

し
た
結
果
、
早
期
発
注
が
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
臨
時
会
と
し
た
。

③
任
期
に
関
わ
ら
ず
、
継
続
事

業
と
し
て
令
和
５
年
３
月
末
の

完
成
を
目
指
す
。

④
⑴
部
署
の
再
編
を
初
め
、
財

源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
将

来
的
な
財
政
状
況
を
見
極
め
た

上
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑵
そ
の
よ
う
な
話
は
し
て
な
い
。

⑶
庁
舎
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
は
大
き

な
問
題
だ
。
対
立
軸
と
い
う
お

話
は
、
真
摯
に
受
け
止
め
た
い
。

⑤
い
き
な
り
議
案
を
示
す
の
で

は
な
く
手
順
を
踏
ん
で
、
臨
時

会
に
臨
ん
で
い
る
。

⑥
法
律
上
、
指
定
管
理
期
間
に

特
段
の
定
め
は
な
い
為
、
総
合

的
に
判
断
し
原
則
３
年
と
し
て

い
る
。

質
問

答
弁
�
田
町
長

小原　徹也　議員

▲ 議場のある役場船岡庁舎

耕作放棄地再生の具体策は

町長/地域の実情に即した
事業を実施する

耕
作
放
棄
地
対
策

　
本
町
の
農
業
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、

農
業
所
得
の
減
少
、
耕
作
放
棄

地
や
鳥
獣
被
害
の
増
加
な
ど
深

刻
な
状
況
に
あ
る
。

　
限
界
集
落
に
行
く
ほ
ど
耕
作

放
棄
地
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

町
と
し
て
早
急
に
具
体
的
な
対

策
を
し
て
い
か
な
い
と
、
人
間

が
住
め
る
地
域
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
耕
作
放
棄
地
再
生

の
た
め
の
具
体
的
施
策
に
つ
い

て
次
の
３
点
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
は
。

①
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の

農
地
全
体
に
占
め
る
割
合
は
。

②
耕
作
放
棄
地
再
生
の
た
め
の

具
体
的
な
施
策
は
。

③
再
生
不
可
能
な
原
野
化
し
た

農
地
の
取
扱
い
は
。

①
農
地
全
体
に
占
め
る
耕
作
放

棄
地
割
合
は
10
．４
％
、
遊
休

農
地
は
２
．７
％
。

②
耕
作
放
棄
地
再
生
の
た
め
、

大
江
工
区
及
び
志
子
部
工
区
の

圃
場
整
備
事
業
や
果
樹
棚
等
の

障
害
物
を
除
去
す
る
中
間
保
有

地
再
生
活
用
事
業
等
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
実
情
に
即
し
た
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

③
守
る
べ
き
農
地
を
明
確
化
し

た
上
で
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
制
度
等
の
活
用
に

よ
り
保
全
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁
�
田
町
長

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ・ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
越
し
た
町
づ
く
り
を

コロナ禍
からの復興

答
弁
�
田
町
長

質
問

川西美恵子　議員

町
長
／
関
係
人
口
の
増
加
に

つ
な
げ
た
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
私
た
ち
の
行
動
様
式
や
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。
い
つ
収
束
す
る
の
か
見

え
な
い
中
で
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
越
し
た

戦
略
、
計
画
に
軌
道
修
正
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
次
の
３
点
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

①
本
町
の
魅
力
を
生
か
し
た
観

光
振
興
は
。

②
持
続
可
能
な
農
業
・
商
工
業

の
振
興
は
。

③
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

①「
お
い
で
や
ず
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、

隼
ラ
ボ
を
拠
点
と
し
た
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
関
係
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、

本
町
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
の

一
層
の
魅
力
付
け
に
よ
り
観
光

振
興
を
図
っ
て
い
く
。

②
商
工
業
の
振
興
は
、
事
業
承

継
計
画
策
定
な
ど
を
通
し
て
継

続
に
つ
な
げ
て
い
く
。

③
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
お
い

て
は
、
全
て
の
人
が
認
め
合
い
、

居
場
所
と
役
割
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
。

※

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
の
遊
具
の
整
備

▲ 耕作放棄地の様子

▲ ドローンによる宅配実験の様子
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臨時会の考え方は

町長/必要な場合に招集する

議
会
審
議

①
竹
ノ
下
排
水
区
雨
水
幹
線
建

設
工
事
、
こ
の
事
業
は
推
進
工

事
で
モ
グ
ラ
さ
ん
の
よ
う
に
掘
っ

て
い
く
10
億
円
余
り
を
投
じ
る

大
き
な
工
事
だ
。
重
要
な
審
議

を
全
て
、
臨
時
会
で
議
決
し
た

こ
と
の
説
明
を
求
め
た
い
。

②
定
例
会
と
臨
時
会
の
違
い
は

会
期
日
数
だ
。
臨
時
会
の
会
期

１
日
に
対
し
、
定
例
会
は
会
期

日
数
も
14
日
程
度
だ
。
言
い
換

え
れ
ば
議
案
に
対
し
、
深
く
審

議
で
き
る
が
、
な
ぜ
審
議
の
場

を
臨
時
会
と
し
た
の
か
。

③
工
事
の
完
成
日
は
、
令
和
５

年
３
月
末
。
町
長
の
任
期
は
令

和
４
年
春
に
任
期
満
了
だ
が
、

こ
の
大
工
事
を
最
後
ま
で
見
届

け
る
責
任
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

④
⑴
本
庁
舎
の
耐
用
年
数
が
令

和
５
年
に
迫
っ
て
い
る
。
工
事

費
が
数
十
億
円
ま
た
は
数
百
億

円
と
心
配
す
る
が
、
こ
の
工
事

も
町
長
の
任
期
と
非
常
に
関
係

す
る
。
建
て
替
え
に
対
し
考
え

も
あ
る
と
思
う
。
逆
に
な
い
と

言
わ
れ
た
ら
無
責
任
だ
と
考
え

る
。
町
長
の
手
腕
が
評
価
さ
れ

る
の
で
意
気
込
み
を
聞
き
た
い
。

⑵
任
期
満
了
の
進
退
に
つ
い
て

立
候
補
す
る
と
答
弁
し
た
が
、

八
東
地
域
の
集
落
で
「
ホ
ッ

ケ
ー
場
は
必
要
な
施
設
だ
」
と

言
っ
た
と
聞
い
た
。
そ
の
話
を

聞
い
た
住
民
の
方
々
は
、「
町

長
は
ホ
ッ
ケ
ー
施
設
を
建
設
す

る
」
と
理
解
し
て
い
る
が
。

⑶
こ
の
建
設
問
題
は
４
年
前
に

で
き
た
議
員
同
士
の
溝
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
町
長
は
ホ
ッ

ケ
ー
場
の
事
に
触
れ
よ
う
と
し

な
い
が
、
は
っ
き
り
答
弁
し
な

い
以
上
、
対
立
軸
選
択
肢
と
し

て
住
民
皆
様
の
受
皿
に
な
り
、

私
は
立
候
補
も
検
討
す
る
考
え

が
あ
る
。
改
め
て
明
確
な
答
弁

を
お
願
い
す
る
。

⑤
臨
時
会
は
会
期
１
日
限
り
。

実
際
１
時
間
、
２
時
間
で
会
期

は
終
わ
る
中
で
、
議
長
に
会
期

延
長
を
発
言
し
た
が
認
め
ら
れ

な
い
中
、
私
に
は
10
億
円
を
超

え
る
大
工
事
を
１
日
の
会
期
で

判
断
で
き
な
い
が
。

⑥
公
共
施
設
等
々
の
活
用
は
周

り
に
及
ぶ
波
及
効
果
も
期
待
さ

れ
る
。
そ
こ
で
自
立
と
公
平
・

平
等
の
観
点
を
聞
く
。
成
功
し

て
い
る
事
業
だ
か
ら
、
期
限
な

く
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
は
バ

ラ
ン
ス
に
欠
け
る
。
公
平
性
で

見
る
と
期
限
を
設
け
て
自
立
を

促
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
民
間
企
業
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
自
己
責
任
だ
。
と

考
え
れ
ば
、
期
限
を
定
め
公
平

な
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

①
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
案
件
に
限
り
臨
時
会
を
招

集
し
た
。

②
詳
細
設
計
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ

施
工
区
分
と
の
協
議
に
時
間
を

要
し
、
半
年
程
度
ず
れ
込
ん
だ

こ
と
に
伴
い
全
体
工
程
で
検
討

し
た
結
果
、
早
期
発
注
が
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
臨
時
会
と
し
た
。

③
任
期
に
関
わ
ら
ず
、
継
続
事

業
と
し
て
令
和
５
年
３
月
末
の

完
成
を
目
指
す
。

④
⑴
部
署
の
再
編
を
初
め
、
財

源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
将

来
的
な
財
政
状
況
を
見
極
め
た

上
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑵
そ
の
よ
う
な
話
は
し
て
な
い
。

⑶
庁
舎
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
は
大
き

な
問
題
だ
。
対
立
軸
と
い
う
お

話
は
、
真
摯
に
受
け
止
め
た
い
。

⑤
い
き
な
り
議
案
を
示
す
の
で

は
な
く
手
順
を
踏
ん
で
、
臨
時

会
に
臨
ん
で
い
る
。

⑥
法
律
上
、
指
定
管
理
期
間
に

特
段
の
定
め
は
な
い
為
、
総
合

的
に
判
断
し
原
則
３
年
と
し
て

い
る
。

質
問

答
弁
�
田
町
長

小原　徹也　議員

▲ 議場のある役場船岡庁舎

耕作放棄地再生の具体策は

町長/地域の実情に即した
事業を実施する

耕
作
放
棄
地
対
策

　
本
町
の
農
業
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、

農
業
所
得
の
減
少
、
耕
作
放
棄

地
や
鳥
獣
被
害
の
増
加
な
ど
深

刻
な
状
況
に
あ
る
。

　
限
界
集
落
に
行
く
ほ
ど
耕
作

放
棄
地
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

町
と
し
て
早
急
に
具
体
的
な
対

策
を
し
て
い
か
な
い
と
、
人
間

が
住
め
る
地
域
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
耕
作
放
棄
地
再
生

の
た
め
の
具
体
的
施
策
に
つ
い

て
次
の
３
点
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
は
。

①
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の

農
地
全
体
に
占
め
る
割
合
は
。

②
耕
作
放
棄
地
再
生
の
た
め
の

具
体
的
な
施
策
は
。

③
再
生
不
可
能
な
原
野
化
し
た

農
地
の
取
扱
い
は
。

①
農
地
全
体
に
占
め
る
耕
作
放

棄
地
割
合
は
10
．４
％
、
遊
休

農
地
は
２
．７
％
。

②
耕
作
放
棄
地
再
生
の
た
め
、

大
江
工
区
及
び
志
子
部
工
区
の

圃
場
整
備
事
業
や
果
樹
棚
等
の

障
害
物
を
除
去
す
る
中
間
保
有

地
再
生
活
用
事
業
等
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
実
情
に
即
し
た
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

③
守
る
べ
き
農
地
を
明
確
化
し

た
上
で
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
制
度
等
の
活
用
に

よ
り
保
全
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁
�
田
町
長

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ・ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
越
し
た
町
づ
く
り
を

コロナ禍
からの復興

答
弁
�
田
町
長

質
問

川西美恵子　議員

町
長
／
関
係
人
口
の
増
加
に

つ
な
げ
た
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
私
た
ち
の
行
動
様
式
や
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。
い
つ
収
束
す
る
の
か
見

え
な
い
中
で
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
越
し
た

戦
略
、
計
画
に
軌
道
修
正
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
次
の
３
点
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

①
本
町
の
魅
力
を
生
か
し
た
観

光
振
興
は
。

②
持
続
可
能
な
農
業
・
商
工
業

の
振
興
は
。

③
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

①「
お
い
で
や
ず
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、

隼
ラ
ボ
を
拠
点
と
し
た
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
関
係
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、

本
町
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
の

一
層
の
魅
力
付
け
に
よ
り
観
光

振
興
を
図
っ
て
い
く
。

②
商
工
業
の
振
興
は
、
事
業
承

継
計
画
策
定
な
ど
を
通
し
て
継

続
に
つ
な
げ
て
い
く
。

③
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
お
い

て
は
、
全
て
の
人
が
認
め
合
い
、

居
場
所
と
役
割
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
。

※

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
の
遊
具
の
整
備

▲ 耕作放棄地の様子

▲ ドローンによる宅配実験の様子
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光
振
興 町長/ 統一ロゴによる看板設置を検討

　
家
族
で
お
い
で
や
ず
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
と
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
10
月
末
時
点
で
４
，１
５
３

人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
今
後
も
、

「
家
族
の
お
出
か
け
に
や
さ
し

い
ま
ち
八
頭
町
」
の
定
着
に
よ

る
誘
客
や
周
遊
促
進
、
住
民
参

画
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
組

み
た
い
。

　
家
族
で
お
い
で
や
ず
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
を
延
長

し
て
み
て
は
。

　
予
算
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
回
の
期
間
で
様
子
を

見
て
検
討
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
う
。

　
町
外
に
出
向
い
て
の
本
町
特

産
品
販
売
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
て
み
て

は
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
見
な
が

ら
県
内
は
も
と
よ
り
、
関
西
圏

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
情
報
発

信
、
誘
客
促
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
み
た
い
。

　
民
間
施
設
、
ほ
か
の
自
治
体

と
連
携
し
て
の
観
光
誘
致
を
検

討
し
て
み
て
は
。

　
東
部
で
い
え
ば
１
市
４
町
の

東
部
圏
域
、
さ
ら
に
は
麒
麟
の

ま
ち
と
い
う
こ
と
で
、
兵
庫
県

の
香
美
町
・
新
温
泉
町
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
る
。
民
間
施

設
連
携
は
非
常
に
大
事
だ
と
思

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
の
会
議

等
で
検
討
し
た
い
。

　
観
光
振
興
に
は
環
境
整
備
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

そ
の
中
で
も
全
国
１
３
８
番
目

の
日
本
風
景
街
道
に
登
録
さ
れ

た
新
因
幡
ラ
イ
ン
を
活
か
す
た

め
に
定
め
ら
れ
た
景
観
形
成
行

動
計
画
の
現
状
は
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
順
次
、
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
国
・
県
へ
の
働
き
か
け

に
よ
り
、
新
因
幡
ラ
イ
ン
の
統

一
ロ
ゴ
に
よ
る
看
板
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。
国
道
29
号
沿
線

の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
の
創
出
と

し
て
、
道
の
駅
は
っ
と
う
の
磨

き
上
げ
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
先
月
、
国
道
29
号
か
ら
郡
家

駅
に
入
る
三
叉
路
の
コ
ー
ナ
ー

を
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
清
掃
活
動
を
し
た
。
こ
の
よ

う
な
、
住
民
が
主
役
と
な
る
よ

う
な
取
組
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
る
が
。

　
住
民
と
行
政
の
協
働
は
非
常

に
大
事
だ
と
思
う
。
駅
前
清
掃

は
有
志
の
皆
さ
ん
方
に
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
う
し
、
内

容
は
改
め
て
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。

　
入
込
客
数
の
多
い
「
道
の
駅

か
わ
は
ら
」
か
ら
「
か
わ
は
ら

八
頭
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」
を

通
っ
て
の
本
町
へ
の
誘
客
が
重

要
と
考
え
る
。
本
町
の
観
光
施

設
等
へ
誘
導
す
る
看
板
を
設
置

し
て
み
て
は
。

　
看
板
に
限
ら
ず
だ
が
、
本
当

に
改
め
て
訪
れ
て
み
た
い
八
頭

町
に
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

▲ インターチェンジを有する規格の高い路線

　
子
供
達
の
郷
土
愛
を
育
み
、

子
育
て
す
る
な
ら
本
町
が
い
い

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
理
想

だ
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
、
本
町
の
長
所
と
短

所
を
明
確
に
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
長
所
は
、
自
然
の
豊
か
さ
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い

な
ど
の
心
の
豊
か
さ
。
学
習
面

で
は
町
独
自
の
施
策
も
含
め
、

学
校
教
育
は
手
厚
い
と
考
え
て

い
る
。

　
短
所
は
大
型
商
業
施
設
、
行

楽
施
設
へ
の
物
理
的
な
距
離
が

あ
り
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
い
。

　
即
効
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

は
難
し
い
が
、
地
元
に
帰
っ
て

き
た
い
と
思
え
る
町
づ
く
り
が

必
要
だ
。

　
地
域
の
魅
力
を
知
る
こ
と
や

故
郷
に
か
け
が
え
の
な
い
思
い

出
が
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

う
。

　
小
学
校
・
中
学
校
が
統
合
さ

れ
、
よ
り
遠
い
地
域
か
ら
通
学

す
る
こ
と
に
な
り
、
仲
良
く
な

っ
た
友
達
と
休
み
の
日
に
遊
ぶ

と
こ
が
出
来
な
い
事
態
が
予
想

さ
れ
る
。

　
解
決
策
と
し
て
、
休
日
に
小

学
生
・
中
学
生
に
対
し
、
や
ず

バ
ス
を
無
料
開
放
し
て
は
ど
う

か
。

　
や
ず
バ
ス
自
体
は
、
料
金
は

そ
ん
な
に
高
く
な
い
。
無
料
に

し
て
も
、
バ
ス
の
経
営
に
あ
ま

り
影
響
は
な
い
と
思
う
。

　
公
共
交
通
機
関
に
慣
れ
る
と

い
う
こ
と
も
大
事
だ
。
バ
ス
の

無
料
と
い
う
の
は
や
ぶ
さ
か
で

は
な
い
。
具
体
的
に
は
体
験
パ

ス
な
ど
を
発
行
す
る
よ
う
な
形

で
乗
車
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
学
校
サ
イ
ド
と
の
協
議

が
必
要
だ
。

　
豊
か
な
自
然
を
利
用
し
た
体

験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
、

本
町
の
魅
力
を
堪
能
し
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
だ
。
し
か
し
、

山
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見

た
こ
と
が
な
い
。

　
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
だ
が
、

最
大
限
安
全
を
確
保
し
た
遊
び

場
や
学
び
場
を
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。
所
見
を

伺
う
。

　
公
民
館
事
業
と
地
域
の
団
体

が
、
連
携
し
た
形
で
、
登
山
や

カ
ヌ
ー
、
歴
史
探
訪
な
ど
の
体

験
の
催
し
が
で
き
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
新
し
い
体
験
に
つ
な

が
る
と
思
う
。

　
八
頭
町
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
に
、
森
林
教
室
、
林
業

体
験
な
ど
通
じ
て
森
へ
の
親
し

み
を
呼
び
起
こ
す
と
あ
る
。

　
樹
木
の
選
定
は
必
要
だ
が
、

植
樹
体
験
を
行
い
、
成
人
式
の

記
念
品
と
し
て
印
鑑
を
作
成
し

贈
呈
す
る
の
は
ど
う
か
。

　
よ
り
長
期
的
に
展
開
す
る
な

ら
ば
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木

製
の
遊
具
な
ど
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
。
子
ど
も
の
頃
、
植
林

し
た
木
材
で
作
っ
た
遊
具
で
自

分
の
子
供
達
が
遊
ぶ
と
い
う
物

語
も
組
め
る
。
長
期
的
な
展
望

を
含
む
林
業
見
学
や
植
林
体
験

に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

　
林
業
見
学
は
現
場
状
況
の
こ

と
も
あ
る
が
、
可
能
性
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。

　
植
林
体
験
は
用
地
の
確
保
が

難
し
い
。
持
続
可
能
性
と
し
て

良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
よ
う
に
思

う
。

答
弁
薮
田
教
育
長

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

効果的なアプローチはあるか

町長/

郷
土
愛
を

育
む
施
策 即効性のあるものは難しい

緒方　陽紀　議員

▲ 雪の中運行するやずバス
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光
振
興 町長/ 統一ロゴによる看板設置を検討

　
家
族
で
お
い
で
や
ず
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
と
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
10
月
末
時
点
で
４
，１
５
３

人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
今
後
も
、

「
家
族
の
お
出
か
け
に
や
さ
し

い
ま
ち
八
頭
町
」
の
定
着
に
よ

る
誘
客
や
周
遊
促
進
、
住
民
参

画
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
組

み
た
い
。

　
家
族
で
お
い
で
や
ず
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
を
延
長

し
て
み
て
は
。

　
予
算
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
回
の
期
間
で
様
子
を

見
て
検
討
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
う
。

　
町
外
に
出
向
い
て
の
本
町
特

産
品
販
売
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
て
み
て

は
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
見
な
が

ら
県
内
は
も
と
よ
り
、
関
西
圏

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
情
報
発

信
、
誘
客
促
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
み
た
い
。

　
民
間
施
設
、
ほ
か
の
自
治
体

と
連
携
し
て
の
観
光
誘
致
を
検

討
し
て
み
て
は
。

　
東
部
で
い
え
ば
１
市
４
町
の

東
部
圏
域
、
さ
ら
に
は
麒
麟
の

ま
ち
と
い
う
こ
と
で
、
兵
庫
県

の
香
美
町
・
新
温
泉
町
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
る
。
民
間
施

設
連
携
は
非
常
に
大
事
だ
と
思

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
の
会
議

等
で
検
討
し
た
い
。

　
観
光
振
興
に
は
環
境
整
備
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

そ
の
中
で
も
全
国
１
３
８
番
目

の
日
本
風
景
街
道
に
登
録
さ
れ

た
新
因
幡
ラ
イ
ン
を
活
か
す
た

め
に
定
め
ら
れ
た
景
観
形
成
行

動
計
画
の
現
状
は
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
順
次
、
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
国
・
県
へ
の
働
き
か
け

に
よ
り
、
新
因
幡
ラ
イ
ン
の
統

一
ロ
ゴ
に
よ
る
看
板
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。
国
道
29
号
沿
線

の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
の
創
出
と

し
て
、
道
の
駅
は
っ
と
う
の
磨

き
上
げ
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
先
月
、
国
道
29
号
か
ら
郡
家

駅
に
入
る
三
叉
路
の
コ
ー
ナ
ー

を
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
清
掃
活
動
を
し
た
。
こ
の
よ

う
な
、
住
民
が
主
役
と
な
る
よ

う
な
取
組
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
る
が
。

　
住
民
と
行
政
の
協
働
は
非
常

に
大
事
だ
と
思
う
。
駅
前
清
掃

は
有
志
の
皆
さ
ん
方
に
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
う
し
、
内

容
は
改
め
て
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。

　
入
込
客
数
の
多
い
「
道
の
駅

か
わ
は
ら
」
か
ら
「
か
わ
は
ら

八
頭
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」
を

通
っ
て
の
本
町
へ
の
誘
客
が
重

要
と
考
え
る
。
本
町
の
観
光
施

設
等
へ
誘
導
す
る
看
板
を
設
置

し
て
み
て
は
。

　
看
板
に
限
ら
ず
だ
が
、
本
当

に
改
め
て
訪
れ
て
み
た
い
八
頭

町
に
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

▲ インターチェンジを有する規格の高い路線

　
子
供
達
の
郷
土
愛
を
育
み
、

子
育
て
す
る
な
ら
本
町
が
い
い

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
理
想

だ
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
、
本
町
の
長
所
と
短

所
を
明
確
に
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
長
所
は
、
自
然
の
豊
か
さ
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い

な
ど
の
心
の
豊
か
さ
。
学
習
面

で
は
町
独
自
の
施
策
も
含
め
、

学
校
教
育
は
手
厚
い
と
考
え
て

い
る
。

　
短
所
は
大
型
商
業
施
設
、
行

楽
施
設
へ
の
物
理
的
な
距
離
が

あ
り
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
い
。

　
即
効
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

は
難
し
い
が
、
地
元
に
帰
っ
て

き
た
い
と
思
え
る
町
づ
く
り
が

必
要
だ
。

　
地
域
の
魅
力
を
知
る
こ
と
や

故
郷
に
か
け
が
え
の
な
い
思
い

出
が
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

う
。

　
小
学
校
・
中
学
校
が
統
合
さ

れ
、
よ
り
遠
い
地
域
か
ら
通
学

す
る
こ
と
に
な
り
、
仲
良
く
な

っ
た
友
達
と
休
み
の
日
に
遊
ぶ

と
こ
が
出
来
な
い
事
態
が
予
想

さ
れ
る
。

　
解
決
策
と
し
て
、
休
日
に
小

学
生
・
中
学
生
に
対
し
、
や
ず

バ
ス
を
無
料
開
放
し
て
は
ど
う

か
。

　
や
ず
バ
ス
自
体
は
、
料
金
は

そ
ん
な
に
高
く
な
い
。
無
料
に

し
て
も
、
バ
ス
の
経
営
に
あ
ま

り
影
響
は
な
い
と
思
う
。

　
公
共
交
通
機
関
に
慣
れ
る
と

い
う
こ
と
も
大
事
だ
。
バ
ス
の

無
料
と
い
う
の
は
や
ぶ
さ
か
で

は
な
い
。
具
体
的
に
は
体
験
パ

ス
な
ど
を
発
行
す
る
よ
う
な
形

で
乗
車
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
学
校
サ
イ
ド
と
の
協
議

が
必
要
だ
。

　
豊
か
な
自
然
を
利
用
し
た
体

験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
、

本
町
の
魅
力
を
堪
能
し
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
だ
。
し
か
し
、

山
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見

た
こ
と
が
な
い
。

　
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
だ
が
、

最
大
限
安
全
を
確
保
し
た
遊
び

場
や
学
び
場
を
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。
所
見
を

伺
う
。

　
公
民
館
事
業
と
地
域
の
団
体

が
、
連
携
し
た
形
で
、
登
山
や

カ
ヌ
ー
、
歴
史
探
訪
な
ど
の
体

験
の
催
し
が
で
き
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
新
し
い
体
験
に
つ
な

が
る
と
思
う
。

　
八
頭
町
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
に
、
森
林
教
室
、
林
業

体
験
な
ど
通
じ
て
森
へ
の
親
し

み
を
呼
び
起
こ
す
と
あ
る
。

　
樹
木
の
選
定
は
必
要
だ
が
、

植
樹
体
験
を
行
い
、
成
人
式
の

記
念
品
と
し
て
印
鑑
を
作
成
し

贈
呈
す
る
の
は
ど
う
か
。

　
よ
り
長
期
的
に
展
開
す
る
な

ら
ば
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木

製
の
遊
具
な
ど
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
。
子
ど
も
の
頃
、
植
林

し
た
木
材
で
作
っ
た
遊
具
で
自

分
の
子
供
達
が
遊
ぶ
と
い
う
物

語
も
組
め
る
。
長
期
的
な
展
望

を
含
む
林
業
見
学
や
植
林
体
験

に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

　
林
業
見
学
は
現
場
状
況
の
こ

と
も
あ
る
が
、
可
能
性
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。

　
植
林
体
験
は
用
地
の
確
保
が

難
し
い
。
持
続
可
能
性
と
し
て

良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
よ
う
に
思

う
。

答
弁
薮
田
教
育
長

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

効果的なアプローチはあるか

町長/

郷
土
愛
を

育
む
施
策 即効性のあるものは難しい

緒方　陽紀　議員

▲ 雪の中運行するやずバス
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町
長
／
慎
重
に
判
断
し
た
い

施設の老朽化及び安全対策を

町　長/建て替えも視野に入れて検討したい

船
岡
児
童

ク
ラ
ブ

川西　聡　議員

　
船
岡
児
童
ク
ラ
ブ
の
場
所
で

あ
る
通
称
〝
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
〞

は
、
平
成
12
年
度
に
旧
船
岡
町

が
買
い
取
っ
た
民
家
を
改
良
し

て
、
今
で
は
本
町
が
実
施
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
の
拠
点
で
あ
る
。

　
令
和
３
年
か
ら
７
年
度
に
か

け
て
の
本
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
で
は
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
改
修
・
更
新
等
の
施

設
整
備
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

①
こ
の
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
老

朽
化
か
ら
判
断
し
て
建
て
替
え

を
行
う
か
、
別
の
場
所
に
拠
点

を
移
す
か
が
求
め
ら
れ
る
が
。

②
当
面
の
間
、
こ
の
施
設
で
児

童
ク
ラ
ブ
が
実
施
さ
れ
る
と
し

て
、
船
岡
公
民
館
や
船
岡
図
書

館
の
駐
車
場
付
近
に
施
設
が
あ

る
た
め
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
が
必

要
で
あ
る
。

　
駐
車
禁
止
マ
ー
ク
が
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
の
そ
れ
を
越
え

て
の
駐
車
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
や
付
近
の
施
設
の
利
用
者
に

は
高
齢
者
も
多
く
事
故
に
な
り

か
け
た
例
も
あ
る
か
ら
だ
。
安

全
対
策
を
求
め
る
が
。

　
　
　

①
利
用
者
の
増
加
等
も
勘
案
し

新
た
な
施
設
の
建
て
替
え
を
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

②
地
区
公
民
館
の
敷
地
な
の
で

教
育
委
員
会
と
協
議
す
る
。

質
問

答
弁
�
田
町
長

　
現
在
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
、Ｃ
Ｄ

や
電
子
音
が
主
流
で
金
属
の
櫛

か
ら
奏
で
ら
れ
る
音
は
ア
ナ
ロ

グ
レ
コ
ー
ド
の
よ
う
に
ホ
ッ
と

す
る
よ
う
な
深
い
味
わ
い
が
あ

り
、
最
近
で
は
音
楽
療
法
の
一

環
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

①
本
町
の
保
育
所
に
オ
ル
ゴ
ー
ル

を
取
り
入
れ
、曲
を
聴
か
せ
る
こ

と
に
よ
り
幼
児
の
情
緒
安
定
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。主
に
午
睡
中

に
活
用
す
る
保
育
所
が
多
い
が
。

②
脳
の
両
サ
イ
ド
に
あ
る
側
頭

葉
は
記
憶
と
深
く
関
連
し
て
い

る
。
そ
の
機
能
が
低
下
す
れ
ば

認
知
症
を
招
く
。
側
頭
葉
に
刺

激
を
与
え
る
の
が
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
音
色
で
人
の
耳
に
は
聴
こ
え

な
い
高
周
波
数
の
音
が
聴
覚
野

を
刺
激
し
機
能
低
下
の
予
防
に

繋
が
る
。
高
齢
者
の
認
知
予
防

と
し
て
も
手
軽
な
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
活
用
を
提
案
す
る
が
。
　

①
保
育
所
で
は
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
オ

ル
ゴ
ー
ル
の
曲
を
午
睡
時
に
使

用
し
て
い
る
の
で
引
き
続
き
活

用
し
た
い
。

②
認
知
症
予
防
の
効
果
検
証
が

不
十
分
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、公
的
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
る
の
は
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

※

そ
の
他
の
質
問

再
び
生
活
保
護
行
政
に
お
け
る

「
扶
養
照
会
」

質
問

答
弁
�
田
町
長

幼
児
の
情
緒
安
定
及
び

高
齢
者
の
認
知
予
防
対
策
に

オルゴール
の活用

▲ 老朽化が進む船岡児童クラブ（キッズハウス）

▲ 桐の木の置台が効果音を高める
オルゴール

町
長
／
事
業
者
応
援
補
助
金
等

で
起
業
を
伸
ば
し
た
い

質
問

これからの町の方針は

町長/ 規制緩和は段階的に行いたい

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

森　亜紀子　議員

　
本
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
な

ど
今
後
の
町
の
方
針
を
問
う
。

①
本
町
の
施
設
を
使
用
し
て
調

理
や
飲
食
は
可
能
に
な
る
の
か
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は
。

②
10
月
１
日
、
本
町
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
か

ら
連
絡
会
議
に
移
行
。
変
更
点

は
。

③
二
酸
化
炭
素
測
定
器
は
換
気

を
す
る
目
安
に
な
る
。
導
入
の

検
討
は
。

①
現
在
の
と
こ
ろ
調
理
も
飲
食

も
可
能
。
主
催
者
の
責
任
に
お

い
て
感
染
症
対
策
を
充
分
に
と

お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
の
状

況
で
規
制
を
強
化
す
る
場
合
も

あ
る
。

　
以
前
の
よ
う
に
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
調
理
し
た
弁
当
を

届
け
る
こ
と
は
、
感
染
対
策
の

た
め
現
在
自
粛
し
て
い
る
。

②
県
の
基
準
を
参
考
に
判
断
し

て
お
り
、
県
で
は
規
制
緩
和
な

ど
の
変
更
が
な
い
の
で
本
町
に

お
い
て
も
特
に
変
更
は
な
い
。

③
厚
生
労
働
省
な
ど
で
は
二
酸

化
炭
素
測
定
器
を
使
用
す
る
こ

と
は
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
検

討
し
た
い
。

　
二
酸
化
炭
素
測
定
器
の
導
入

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

　
地
区
公
民
館
な
ど
を
中
心
に

令
和
３
年
度
の
予
算
を
調
整
し
、

対
応
し
た
い
。

　
活
性
化
の
判
断
基
準
に「
起

業
・
雇
用
・
税
収
」が
あ
る
。

①
現
在
企
業
誘
致
の
計
画
は
。

②
施
設
の
有
効
活
用
に
繋
が
る

八
頭
町
普
通
財
産
貸
付
の
算
定

要
綱
に
該
当
す
る
も
の
は
。

③
起
業
家
支
援
補
助
金
の
利
用

が
増
加
し
て
い
る
。
実
績
は
。

④
空
き
施
設
の
利
活
用
と
合
わ

せ
集
落
の
公
民
館
な
ど
の
解
体

や
整
備
も
必
要
。
補
助
率
の
見

直
し
は
。

①
施
設
の
老
朽
化
や
構
造
の
問

題
な
ど
で
現
在
企
業
誘
致
の
案

件
は
無
い
。

②
貸
付
は
10
件
。
土
地
で
は
駐

車
場
利
用
や
資
材
置
場
な
ど
が

９
件
、
建
物
が
１
件
。

③
本
町
の「
出
る
杭
を
伸
ば
す
」

事
業
者
応
援
補
助
金
が
あ
る
。

平
成
28
年
度
か
ら
合
計
14
社
の

起
業
に
繋
が
っ
た
。

④
補
助
率
の
変
更
に
つ
い
て
は

集
落
の
要
望
も
加
味
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

※

そ
の
他
の
質
問

人
権
施
策

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

質
問

答
弁
�
田
町
長 起

業・雇
用・税
収
は

町の活性化

▲ 以前の配食サービスの様子

▲ 利活用が求められる公共施設（旧八東小学校）
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町
長
／
慎
重
に
判
断
し
た
い

施設の老朽化及び安全対策を

町　長/建て替えも視野に入れて検討したい

船
岡
児
童

ク
ラ
ブ

川西　聡　議員

　
船
岡
児
童
ク
ラ
ブ
の
場
所
で

あ
る
通
称
〝
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
〞

は
、
平
成
12
年
度
に
旧
船
岡
町

が
買
い
取
っ
た
民
家
を
改
良
し

て
、
今
で
は
本
町
が
実
施
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
の
拠
点
で
あ
る
。

　
令
和
３
年
か
ら
７
年
度
に
か

け
て
の
本
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
で
は
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
改
修
・
更
新
等
の
施

設
整
備
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

①
こ
の
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
老

朽
化
か
ら
判
断
し
て
建
て
替
え

を
行
う
か
、
別
の
場
所
に
拠
点

を
移
す
か
が
求
め
ら
れ
る
が
。

②
当
面
の
間
、
こ
の
施
設
で
児

童
ク
ラ
ブ
が
実
施
さ
れ
る
と
し

て
、
船
岡
公
民
館
や
船
岡
図
書

館
の
駐
車
場
付
近
に
施
設
が
あ

る
た
め
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
が
必

要
で
あ
る
。

　
駐
車
禁
止
マ
ー
ク
が
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
の
そ
れ
を
越
え

て
の
駐
車
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
や
付
近
の
施
設
の
利
用
者
に

は
高
齢
者
も
多
く
事
故
に
な
り

か
け
た
例
も
あ
る
か
ら
だ
。
安

全
対
策
を
求
め
る
が
。

　
　
　

①
利
用
者
の
増
加
等
も
勘
案
し

新
た
な
施
設
の
建
て
替
え
を
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

②
地
区
公
民
館
の
敷
地
な
の
で

教
育
委
員
会
と
協
議
す
る
。

質
問

答
弁
�
田
町
長

　
現
在
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
、Ｃ
Ｄ

や
電
子
音
が
主
流
で
金
属
の
櫛

か
ら
奏
で
ら
れ
る
音
は
ア
ナ
ロ

グ
レ
コ
ー
ド
の
よ
う
に
ホ
ッ
と

す
る
よ
う
な
深
い
味
わ
い
が
あ

り
、
最
近
で
は
音
楽
療
法
の
一

環
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

①
本
町
の
保
育
所
に
オ
ル
ゴ
ー
ル

を
取
り
入
れ
、曲
を
聴
か
せ
る
こ

と
に
よ
り
幼
児
の
情
緒
安
定
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。主
に
午
睡
中

に
活
用
す
る
保
育
所
が
多
い
が
。

②
脳
の
両
サ
イ
ド
に
あ
る
側
頭

葉
は
記
憶
と
深
く
関
連
し
て
い

る
。
そ
の
機
能
が
低
下
す
れ
ば

認
知
症
を
招
く
。
側
頭
葉
に
刺

激
を
与
え
る
の
が
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
音
色
で
人
の
耳
に
は
聴
こ
え

な
い
高
周
波
数
の
音
が
聴
覚
野

を
刺
激
し
機
能
低
下
の
予
防
に

繋
が
る
。
高
齢
者
の
認
知
予
防

と
し
て
も
手
軽
な
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
活
用
を
提
案
す
る
が
。
　

①
保
育
所
で
は
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
オ

ル
ゴ
ー
ル
の
曲
を
午
睡
時
に
使

用
し
て
い
る
の
で
引
き
続
き
活

用
し
た
い
。

②
認
知
症
予
防
の
効
果
検
証
が

不
十
分
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、公
的
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
る
の
は
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

※

そ
の
他
の
質
問

再
び
生
活
保
護
行
政
に
お
け
る

「
扶
養
照
会
」

質
問

答
弁
�
田
町
長

幼
児
の
情
緒
安
定
及
び

高
齢
者
の
認
知
予
防
対
策
に

オルゴール
の活用

▲ 老朽化が進む船岡児童クラブ（キッズハウス）

▲ 桐の木の置台が効果音を高める
オルゴール

町
長
／
事
業
者
応
援
補
助
金
等

で
起
業
を
伸
ば
し
た
い

質
問

これからの町の方針は

町長/ 規制緩和は段階的に行いたい

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

森　亜紀子　議員

　
本
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
な

ど
今
後
の
町
の
方
針
を
問
う
。

①
本
町
の
施
設
を
使
用
し
て
調

理
や
飲
食
は
可
能
に
な
る
の
か
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は
。

②
10
月
１
日
、
本
町
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
か

ら
連
絡
会
議
に
移
行
。
変
更
点

は
。

③
二
酸
化
炭
素
測
定
器
は
換
気

を
す
る
目
安
に
な
る
。
導
入
の

検
討
は
。

①
現
在
の
と
こ
ろ
調
理
も
飲
食

も
可
能
。
主
催
者
の
責
任
に
お

い
て
感
染
症
対
策
を
充
分
に
と

お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
の
状

況
で
規
制
を
強
化
す
る
場
合
も

あ
る
。

　
以
前
の
よ
う
に
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
調
理
し
た
弁
当
を

届
け
る
こ
と
は
、
感
染
対
策
の

た
め
現
在
自
粛
し
て
い
る
。

②
県
の
基
準
を
参
考
に
判
断
し

て
お
り
、
県
で
は
規
制
緩
和
な

ど
の
変
更
が
な
い
の
で
本
町
に

お
い
て
も
特
に
変
更
は
な
い
。

③
厚
生
労
働
省
な
ど
で
は
二
酸

化
炭
素
測
定
器
を
使
用
す
る
こ

と
は
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
検

討
し
た
い
。

　
二
酸
化
炭
素
測
定
器
の
導
入

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

　
地
区
公
民
館
な
ど
を
中
心
に

令
和
３
年
度
の
予
算
を
調
整
し
、

対
応
し
た
い
。

　
活
性
化
の
判
断
基
準
に「
起

業
・
雇
用
・
税
収
」が
あ
る
。

①
現
在
企
業
誘
致
の
計
画
は
。

②
施
設
の
有
効
活
用
に
繋
が
る

八
頭
町
普
通
財
産
貸
付
の
算
定

要
綱
に
該
当
す
る
も
の
は
。

③
起
業
家
支
援
補
助
金
の
利
用

が
増
加
し
て
い
る
。
実
績
は
。

④
空
き
施
設
の
利
活
用
と
合
わ

せ
集
落
の
公
民
館
な
ど
の
解
体

や
整
備
も
必
要
。
補
助
率
の
見

直
し
は
。

①
施
設
の
老
朽
化
や
構
造
の
問

題
な
ど
で
現
在
企
業
誘
致
の
案

件
は
無
い
。

②
貸
付
は
10
件
。
土
地
で
は
駐

車
場
利
用
や
資
材
置
場
な
ど
が

９
件
、
建
物
が
１
件
。

③
本
町
の「
出
る
杭
を
伸
ば
す
」

事
業
者
応
援
補
助
金
が
あ
る
。

平
成
28
年
度
か
ら
合
計
14
社
の

起
業
に
繋
が
っ
た
。

④
補
助
率
の
変
更
に
つ
い
て
は

集
落
の
要
望
も
加
味
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

※

そ
の
他
の
質
問

人
権
施
策

質
問

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

質
問

答
弁
�
田
町
長 起

業・雇
用・税
収
は

町の活性化

▲ 以前の配食サービスの様子

▲ 利活用が求められる公共施設（旧八東小学校）
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大
人
の
代
わ
り
に
家
事
や
介

護
と
い
っ
た
、
家
族
の
世
話
を

担
う
子
ど
も
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
」
が
、
中
学
・
高
校
生
で
約

20
人
に
１
人
い
る
事
が
、
厚
労

省
の
発
表
で
、
初
の
全
国
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
ら
の
生

活
や
学
業
に
影
響
を
受
け
る
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
い
う
。

①
昨
年
の
12
月
議
会
質
問
で
も

取
り
上
げ
た
が
、
本
町
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と
実
態
に

つ
い
て
の
把
握
を
再
度
問
う
。

②
こ
の
問
題
で
、
教
職
員
の
認

知
度
や
、
学
校
・
福
祉
関
係
の

支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
行
く
の
か
。

①
学
校
・
教
育
委
員
会
・
福
祉

課
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

児
童
相
談
所
・
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
定
期
的

に
関
係
者
会
議
を
行
い
、
実
態

把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
周
知
も
始
め

て
お
り
、
本
町
も
鳥
取
県
が
作

成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

タ
ー
を
町
内
の
医
療
機
関
な
ど

に
配
布
し
、
住
民
へ
の
周
知
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
新
た
な
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
生
み
出
さ
な

い
よ
う
に
、
関
係
機
関
で
支
援

策
を
検
討
し
対
応
し
た
い
。

②
教
職
員
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
言
葉
や
意
味
は
理
解
し
て
い

る
。
全
員
で
は
な
い
が
、
研
修

も
受
講
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

　
町
内
の
小
・
中
学
校
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
は
な
く
、
現
状
把

握
は
で
き
て
な
い
。
年
に
数
回

実
施
し
て
い
る
、
い
じ
め
や
心

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、
児
童

生
徒
の
状
況
は
把
握
し
て
い
る
。

　
学
校
現
場
で
、
教
員
皆
が
福

祉
支
援
が
必
要
な
場
合
、
そ
の

判
断
が
で
き
る
事
が
大
事
で
あ

る
。
そ
の
児
童
生
徒
の
困
り
感

を
い
ち
早
く
察
知
し
、
関
係
機

関
が
一
緒
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
の
12
月
議
会
で
初
め
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
言
わ

せ
て
頂
き
、
多
少
進
ん
で
い
る

様
な
思
い
で
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

　
令
和
３
年
４
月
国
の
実
態
調

査
は
、
公
立
中
学
２
年
生
、
約

17
人
に
１
人
、
公
立
全
日
制
高

校
２
年
生
、
約
24
人
に
１
人
が

世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
い
る

と
回
答
し
、
１
学
級
に
つ
き
１

人
、
２
人
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

が
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
察

さ
れ
た
。
調
査
結
果
は
、
親
や

祖
父
母
の
介
護
に
加
え
、
幼
い

兄
弟
の
世
話
も
含
め
尋
ね
ら
れ

た
。
兄
弟
の
割
合
が
最
も
高
く
、

中
２
で
62
％
、
高
２
で
44
％
、

父
母
は
中
２
で
24
％
、
高
２
で

30
％
、
世
話
に
割
く
時
間
は
１

日
平
均
４
時
間
に
及
び
、
当
事

者
か
ら
学
校
生
活
や
将
来
へ
の

影
響
を
心
配
す
る
声
も
出
て
い

る
。
今
後
は
色
々
連
携
を
取
っ

て
頂
き
、
県
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
相
談
窓
口
が
３
か
所
出

来
て
い
る
が
、
本
町
に
は
出
来

な
い
か
。

　
相
談
窓
口
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
「
ほ
っ
と
」
が
あ
る
。

行
政
機
関
、
更
に
社
会
福
祉
協

議
会
と
定
期
的
に
会
を
開
催
し

て
広
報
等
に
載
せ
て
窓
口
の
周

知
を
計
り
た
い
。

※

そ
の
他
の
質
問

炭
焼
き
の
人
材
育
成

質
問

質
問

答
弁
薮
田
教
育
長

相談窓口が本町にはできないか

町長/

ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
支
援

社協に窓口があるので
周知をはかりたい

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

中村　美鈴　議員

▲ヤングケアラー担当部署
（郡家保健センター内福祉課）

町
長
／
役
場
庁
舎
を
木
材
で
と

い
う
こ
と
は
検
討
の
１
つ
だ

尾島　　勲　議員

　
今
後
整
備
改
修
し
て
い
く
公

共
施
設
の
木
材
使
用
の
基
本
的

な
考
え
は
。

　
今
回
郡
家
西
小
学
校
、
次
に

郡
家
東
小
学
校
を
大
規
模
改
修

し
て
い
く
。

　
新
し
い
建
物
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
木
造
、
非
木
造
、
混

合
作
り
を
検
討
材
料
と
し
た
い
。

　「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資

す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
を
基
に
、
建
築

物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
基
本
方
針
が
、
国

よ
り
示
さ
れ
た
。

　
今
後
整
備
さ
れ
る
役
場
新
庁

舎
も
、
基
本
方
針
の
第
３
に
あ

る
「
今
後
、
国
が
整
備
す
る
公

共
建
築
物
は
原
則
す
べ
て
木
造

化
を
図
る
」
を
基
に
、
木
造
建

築
物
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
付
け
加
え
る
が
、
基
本
方
針

第
２
の
４
「
公
共
建
築
物
に
お

け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
の
中

に
地
方
公
共
団
体
の
庁
舎
が
含

ま
れ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

　
町
長
の
見
解
は
。

　
新
し
い
庁
舎
が
で
き
る
前
提

で
の
話
し
だ
が
、
役
場
庁
舎
を

木
材
で
と
い
う
こ
と
は
検
討
材

料
の
一
つ
だ
。

質
問

質
問

デジタルを用いた生活様式は

町長/

デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想 住民の利便性向上に努める

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

①
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

に
基
づ
く
生
活
様
式
は
。

②
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

に
基
づ
く
町
役
場
は
。

③
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
そ
の

先
は
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
給
付

や
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証

と
の
一
体
化
な
ど
国
民
生
活
の

利
便
性
が
図
れ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
国
の
動
向

を
注
視
し
、
住
民
の
利
便
性
向

上
に
努
め
る
。

②
行
政
運
営
の
効
率
化
の
推
進

と
し
て
、Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入

推
進
を
掲
げ
、
業
務
の
効
率
化

に
取
り
組
む
。

③
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
て

い
く
基
本
を
、
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
な
く
身
に
着
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

　「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
．０
・
学
校

バ
ー
ジ
ョ
ン
３
．０
」の
所
見
は
。

　
今
の
学
校
は
履
修
主
義
で
あ

り
、
到
達
主
義
に
頭
を
切
り
替

え
る
必
要
が
あ
る
。

　「
未
来
の
教
室
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
所
見
は
。

　
非
常
に
魅
力
的
だ
が
、
刺
激

的
な
こ
と
も
多
い
。

　
学
校
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は

教
室
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長

現
在
の
取
組
み
状
況・今
後
の

実
施
方
法
は

森林・林業施策
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大
人
の
代
わ
り
に
家
事
や
介

護
と
い
っ
た
、
家
族
の
世
話
を

担
う
子
ど
も
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
」
が
、
中
学
・
高
校
生
で
約

20
人
に
１
人
い
る
事
が
、
厚
労

省
の
発
表
で
、
初
の
全
国
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
ら
の
生

活
や
学
業
に
影
響
を
受
け
る
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
い
う
。

①
昨
年
の
12
月
議
会
質
問
で
も

取
り
上
げ
た
が
、
本
町
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と
実
態
に

つ
い
て
の
把
握
を
再
度
問
う
。

②
こ
の
問
題
で
、
教
職
員
の
認

知
度
や
、
学
校
・
福
祉
関
係
の

支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
行
く
の
か
。

①
学
校
・
教
育
委
員
会
・
福
祉

課
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

児
童
相
談
所
・
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
定
期
的

に
関
係
者
会
議
を
行
い
、
実
態

把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
周
知
も
始
め

て
お
り
、
本
町
も
鳥
取
県
が
作

成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

タ
ー
を
町
内
の
医
療
機
関
な
ど

に
配
布
し
、
住
民
へ
の
周
知
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
新
た
な
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
生
み
出
さ
な

い
よ
う
に
、
関
係
機
関
で
支
援

策
を
検
討
し
対
応
し
た
い
。

②
教
職
員
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
言
葉
や
意
味
は
理
解
し
て
い

る
。
全
員
で
は
な
い
が
、
研
修

も
受
講
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

　
町
内
の
小
・
中
学
校
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
は
な
く
、
現
状
把

握
は
で
き
て
な
い
。
年
に
数
回

実
施
し
て
い
る
、
い
じ
め
や
心

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、
児
童

生
徒
の
状
況
は
把
握
し
て
い
る
。

　
学
校
現
場
で
、
教
員
皆
が
福

祉
支
援
が
必
要
な
場
合
、
そ
の

判
断
が
で
き
る
事
が
大
事
で
あ

る
。
そ
の
児
童
生
徒
の
困
り
感

を
い
ち
早
く
察
知
し
、
関
係
機

関
が
一
緒
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
の
12
月
議
会
で
初
め
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
言
わ

せ
て
頂
き
、
多
少
進
ん
で
い
る

様
な
思
い
で
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

　
令
和
３
年
４
月
国
の
実
態
調

査
は
、
公
立
中
学
２
年
生
、
約

17
人
に
１
人
、
公
立
全
日
制
高

校
２
年
生
、
約
24
人
に
１
人
が

世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
い
る

と
回
答
し
、
１
学
級
に
つ
き
１

人
、
２
人
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

が
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
察

さ
れ
た
。
調
査
結
果
は
、
親
や

祖
父
母
の
介
護
に
加
え
、
幼
い

兄
弟
の
世
話
も
含
め
尋
ね
ら
れ

た
。
兄
弟
の
割
合
が
最
も
高
く
、

中
２
で
62
％
、
高
２
で
44
％
、

父
母
は
中
２
で
24
％
、
高
２
で

30
％
、
世
話
に
割
く
時
間
は
１

日
平
均
４
時
間
に
及
び
、
当
事

者
か
ら
学
校
生
活
や
将
来
へ
の

影
響
を
心
配
す
る
声
も
出
て
い

る
。
今
後
は
色
々
連
携
を
取
っ

て
頂
き
、
県
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
相
談
窓
口
が
３
か
所
出

来
て
い
る
が
、
本
町
に
は
出
来

な
い
か
。

　
相
談
窓
口
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
「
ほ
っ
と
」
が
あ
る
。

行
政
機
関
、
更
に
社
会
福
祉
協

議
会
と
定
期
的
に
会
を
開
催
し

て
広
報
等
に
載
せ
て
窓
口
の
周

知
を
計
り
た
い
。

※

そ
の
他
の
質
問

炭
焼
き
の
人
材
育
成

質
問

質
問

答
弁
薮
田
教
育
長

相談窓口が本町にはできないか

町長/

ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
支
援

社協に窓口があるので
周知をはかりたい

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

中村　美鈴　議員

▲ヤングケアラー担当部署
（郡家保健センター内福祉課）

町
長
／
役
場
庁
舎
を
木
材
で
と

い
う
こ
と
は
検
討
の
１
つ
だ

尾島　　勲　議員

　
今
後
整
備
改
修
し
て
い
く
公

共
施
設
の
木
材
使
用
の
基
本
的

な
考
え
は
。

　
今
回
郡
家
西
小
学
校
、
次
に

郡
家
東
小
学
校
を
大
規
模
改
修

し
て
い
く
。

　
新
し
い
建
物
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
木
造
、
非
木
造
、
混

合
作
り
を
検
討
材
料
と
し
た
い
。

　「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資

す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
を
基
に
、
建
築

物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
基
本
方
針
が
、
国

よ
り
示
さ
れ
た
。

　
今
後
整
備
さ
れ
る
役
場
新
庁

舎
も
、
基
本
方
針
の
第
３
に
あ

る
「
今
後
、
国
が
整
備
す
る
公

共
建
築
物
は
原
則
す
べ
て
木
造

化
を
図
る
」
を
基
に
、
木
造
建

築
物
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
付
け
加
え
る
が
、
基
本
方
針

第
２
の
４
「
公
共
建
築
物
に
お

け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
の
中

に
地
方
公
共
団
体
の
庁
舎
が
含

ま
れ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

　
町
長
の
見
解
は
。

　
新
し
い
庁
舎
が
で
き
る
前
提

で
の
話
し
だ
が
、
役
場
庁
舎
を

木
材
で
と
い
う
こ
と
は
検
討
材

料
の
一
つ
だ
。

質
問

質
問

デジタルを用いた生活様式は

町長/

デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想 住民の利便性向上に努める

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

①
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

に
基
づ
く
生
活
様
式
は
。

②
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

に
基
づ
く
町
役
場
は
。

③
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
そ
の

先
は
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
給
付

や
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証

と
の
一
体
化
な
ど
国
民
生
活
の

利
便
性
が
図
れ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
国
の
動
向

を
注
視
し
、
住
民
の
利
便
性
向

上
に
努
め
る
。

②
行
政
運
営
の
効
率
化
の
推
進

と
し
て
、Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入

推
進
を
掲
げ
、
業
務
の
効
率
化

に
取
り
組
む
。

③
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
て

い
く
基
本
を
、
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
な
く
身
に
着
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

　「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
．０
・
学
校

バ
ー
ジ
ョ
ン
３
．０
」の
所
見
は
。

　
今
の
学
校
は
履
修
主
義
で
あ

り
、
到
達
主
義
に
頭
を
切
り
替

え
る
必
要
が
あ
る
。

　「
未
来
の
教
室
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
所
見
は
。

　
非
常
に
魅
力
的
だ
が
、
刺
激

的
な
こ
と
も
多
い
。

　
学
校
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は

教
室
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長

現
在
の
取
組
み
状
況・今
後
の

実
施
方
法
は

森林・林業施策
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町
長
／
児
童
生
徒
の
安
全
を
図
る

質
問

栄田　秀之　議員

小規模農家への対応は

町長/県やＪＡと連携し支援を
検討する

農
業
振
興

　
小
規
模
農
家
に
お
け
る
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
後
継

者
不
足
、担
い
手
不
足
、耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
を
解
決
し
よ

う
と
、近
年
、農
業
の
大
規
模
化

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。ま
た
最
近
、

小
規
模
農
家
が
再
評
価
さ
れ
始

め
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
規
模
拡
大
だ
け
で

は
存
続
が
難
し
い
地
域
農
業
や

農
村
の
存
続
を
図
ろ
う
と
し
た

も
の
だ
。
農
地
集
積
を
進
め
る

と
し
て
も
、
全
国
一
律
で
は
な

い
地
域
事
情
を
踏
ま
え
る
べ
き

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

①
担
い
手
を
支
え
る
た
め
に
も
、

小
規
模
農
家
を
含
め
地
域
の
営

農
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
対
策
は
。

②
大
規
模
農
家
の
割
合
が
農
村

地
域
に
増
え
る
と
、
地
域
の
生

活
や
文
化
的
質
が
低
下
す
る
、

山
間
地
域
の
課
題
及
び
対
策
は
。

③
令
和
３
年
度
の
小
規
模
農
家

へ
の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

④
３
年
度
産
米
価
は
、
在
庫
量

の
増
加
に
よ
り
大
幅
下
落
の
見

込
み
だ
、
そ
の
対
策
は
。

①
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
や

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
制
度
の
普
及
取
組
み
を
行
う
。

②
現
在
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
と
し
て
集
落
単
位
で

話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

③
農
機
具
の
補
助
や
集
落
営
農

組
織
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
う
。

④
担
い
手
を
中
心
に
状
況
や
意

見
を
聞
き
Ｊ
Ａ
・
県
と
連
携
し

今
後
の
営
農
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

　
こ
の
支
援
や
対
策
に
漏
れ
た

集
落
や
小
規
模
農
家
が
た
く
さ

ん
あ
る
、
高
齢
者
の
農
家
そ
し

て
集
落
へ
の
対
応
は
。

　
県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
を
検
討
す
る
。

　
本
年
度
も
、
登
下
校
中
の
児

童
が
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
う

事
件
が
発
生
し
て
い
る
。

①
本
町
に
お
け
る
通
学
路
の
安

全
確
保
の
取
り
組
み
は
。

②
放
課
後
の
子
ど
も
の
遊
び
場

に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

①「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」を
策
定
し
、
安
全
に
通

学
で
き
る
よ
う
に
図
っ
て
い
る
。

①
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を
設

置
し
、
危
険
箇
所
の
点
検
と
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

②
児
童
の
安
全
を
考
慮
し
て
、

自
転
車
で
行
っ
て
よ
い
範
囲
を

学
年
ご
と
に
決
め
て
い
る
。
現

状
は
屋
外
で
は
な
く
ゲ
ー
ム
な

ど
屋
内
で
遊
ん
で
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
通
学

路
の
改
善
要
求
が
出
て
い
る
が
、

通
学
路
の
安
全
確
保
に
、
ど
の

よ
う
に
取
組
ん
で
い
る
の
か
。

　　
危
険
箇
所
を
確
認
し
て
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
国
・
県
・
町

と
所
要
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

※

そ
の
他
の
質
問

　
地
球
温
暖
化
防
止
二
酸
化
炭

素
削
減
の
取
り
組
み

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長 登

下
校
の
対
応
は

通学路の
安全確保

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長

▲  通学の子どもたち

町
長
／
総
合
的
な
高
齢
者
の

移
動
手
段
と
し
て
考
え
る

　
東
郡
家
地
区
の
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
。

①
通
学
路
に
近
接
の
所
有
者
不

在
で
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
家
屋

の
撤
去
等
の
対
策
は
。

②
落
雪
防
止
の
為
の
伐
採
計
画

は
。

③
家
屋
や
電
線
等
か
ら
の
落
雪

防
止
対
策
は
。

①
特
定
危
険
放
置
家
屋
に
判
定

さ
れ
、
所
有
者
の
方
に
解
体
工

事
に
取
り
か
か
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。 

②
通
学
路
を
含
む
除
雪
路
線
の

支
障
木
の
取
り
除
き
は
、
所
有

者
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

緊
急
な
場
合
は
承
認
を
得
て
撤

去
を
行
っ
て
い
る
。

③
近
接
家
屋
か
ら
の
落
雪
に
つ

い
て
は
、
家
屋
の
所
有
者
に
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
注
意
喚

起
に
努
め
て
い
る
。

①
学
校
の
判
断
で
距
離
的
に
少

し
遠
く
な
る
が
、
通
学
路
を
変

更
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
集
落
内
の
除
雪
に
つ
い
て
。

①
主
要
生
活
道
路
の
除
雪
は
行

政
が
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
集
落
内
の
除
雪
の
対
応
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足
の
課
題
や

事
故
時
の
対
応
は
。

②
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の

除
雪
支
援
対
策
は
。

①
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
講
習
会
の
実
施
を
検

討
し
た
い
。
又
、
事
故
時
の
対

応
と
し
て
除
雪
機
配
備
の
際
に

保
険
加
入
を
お
願
い
し
て
い
る
。

②「
要
支
援
世
帯
除
雪
支
援
実

施
要
項
」
に
基
き
実
施
し
て
い

る
。

　
降
雪
時
の
通
学
路
の
安
全
対

策
は
。

　
安
全
対
策
と
し
て
現
地
確
認

を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

山根張太郎　議員

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

通学路等の安全対策は

教育長/現地確認を検討したい

安
心
安
全

質
問

質
問

質
問

　
国
道
29
号
か
ら
南
側
、
堀
越

か
ら
フ
ロ
ー
ラ
ル
、
郡
家
駅
経

由
で
国
道
29
号
か
ら
堀
越
へ
の

循
環
コ
ー
ス
を
新
設
し
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
移
動
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
が
。

　
バ
ス
の
運
行
に
関
し
て
は
運

転
手
の
確
保
が
大
変
困
難
な
状

況
だ
が
、
今
後
、
中
山
間
地
の

総
合
的
な
高
齢
者
の
移
動
手
段

と
し
て
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問

答
弁
�
田
町
長 堀

越・郡
家
駅
間
の

バ
ス
ル
ー
ト
新
設
は

やずバス

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長

▲  やずバス（堀越バス停）
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町
長
／
児
童
生
徒
の
安
全
を
図
る

質
問

栄田　秀之　議員

小規模農家への対応は

町長/県やＪＡと連携し支援を
検討する

農
業
振
興

　
小
規
模
農
家
に
お
け
る
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
後
継

者
不
足
、担
い
手
不
足
、耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
を
解
決
し
よ

う
と
、近
年
、農
業
の
大
規
模
化

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。ま
た
最
近
、

小
規
模
農
家
が
再
評
価
さ
れ
始

め
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
規
模
拡
大
だ
け
で

は
存
続
が
難
し
い
地
域
農
業
や

農
村
の
存
続
を
図
ろ
う
と
し
た

も
の
だ
。
農
地
集
積
を
進
め
る

と
し
て
も
、
全
国
一
律
で
は
な

い
地
域
事
情
を
踏
ま
え
る
べ
き

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

①
担
い
手
を
支
え
る
た
め
に
も
、

小
規
模
農
家
を
含
め
地
域
の
営

農
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
対
策
は
。

②
大
規
模
農
家
の
割
合
が
農
村

地
域
に
増
え
る
と
、
地
域
の
生

活
や
文
化
的
質
が
低
下
す
る
、

山
間
地
域
の
課
題
及
び
対
策
は
。

③
令
和
３
年
度
の
小
規
模
農
家

へ
の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

④
３
年
度
産
米
価
は
、
在
庫
量

の
増
加
に
よ
り
大
幅
下
落
の
見

込
み
だ
、
そ
の
対
策
は
。

①
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
や

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
制
度
の
普
及
取
組
み
を
行
う
。

②
現
在
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
と
し
て
集
落
単
位
で

話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

③
農
機
具
の
補
助
や
集
落
営
農

組
織
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
う
。

④
担
い
手
を
中
心
に
状
況
や
意

見
を
聞
き
Ｊ
Ａ
・
県
と
連
携
し

今
後
の
営
農
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

　
こ
の
支
援
や
対
策
に
漏
れ
た

集
落
や
小
規
模
農
家
が
た
く
さ

ん
あ
る
、
高
齢
者
の
農
家
そ
し

て
集
落
へ
の
対
応
は
。

　
県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
を
検
討
す
る
。

　
本
年
度
も
、
登
下
校
中
の
児

童
が
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
う

事
件
が
発
生
し
て
い
る
。

①
本
町
に
お
け
る
通
学
路
の
安

全
確
保
の
取
り
組
み
は
。

②
放
課
後
の
子
ど
も
の
遊
び
場

に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

①「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」を
策
定
し
、
安
全
に
通

学
で
き
る
よ
う
に
図
っ
て
い
る
。

①
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を
設

置
し
、
危
険
箇
所
の
点
検
と
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

②
児
童
の
安
全
を
考
慮
し
て
、

自
転
車
で
行
っ
て
よ
い
範
囲
を

学
年
ご
と
に
決
め
て
い
る
。
現

状
は
屋
外
で
は
な
く
ゲ
ー
ム
な

ど
屋
内
で
遊
ん
で
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
通
学

路
の
改
善
要
求
が
出
て
い
る
が
、

通
学
路
の
安
全
確
保
に
、
ど
の

よ
う
に
取
組
ん
で
い
る
の
か
。

　　
危
険
箇
所
を
確
認
し
て
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
国
・
県
・
町

と
所
要
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

※

そ
の
他
の
質
問

　
地
球
温
暖
化
防
止
二
酸
化
炭

素
削
減
の
取
り
組
み

答
弁
�
田
町
長

答
弁
�
田
町
長

質
問

質
問

質
問

答
弁
�
田
町
長 登

下
校
の
対
応
は

通学路の
安全確保

答
弁
薮
田
教
育
長

答
弁
薮
田
教
育
長
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機
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。
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世
帯
除
雪
支
援
実

施
要
項
」
に
基
き
実
施
し
て
い

る
。

　
降
雪
時
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は
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　11
月
に
２
回
の
議
会
報
告
＆
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
参
加
者
は
少
人
数
で
、議

会
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の
関
心

の
低
さ
を
痛
感
す
る
も
の
で
し
た
。

　私
は
10
月
に
鳥
取
県
町
村
議
会

広
報
研
修
会
で
議
会
広
報
紙
の
編

集
及
び
表
現
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
受

講
し
ま
し
た
。68
号
に
つ
き
ま
し
て

は
、研
修
で
学
ん
だ
こ
と
、意
見
交

換
会
で
の
町
民
の
皆
様
の
声
、議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
様
の
声
を
取
り

入
れ
て
編
集
し
ま
し
た
。

　町
民
の
皆
様
の
議
会
へ
の
関
心
が

高
ま
る
よ
う
な
編
集
を
委
員
一
同
心

掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

       （
記
：
灘
口

　茂
郎 

）

再
生

紙
と

環
境

に
や

さ
し

い
大

豆
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
印

刷
し

て
い

ま
す

編 集 委 員 編
集
後
記

委
員
長

　
　矢
部

　啓
祐

副
委
員
長

　川
西

　
　聡

委

　員

　
　山
根
張
太
郎

委

　員

　
　灘
口

　茂
郎

委

　員

　
　川
西
美
恵
子

委

　員

　
　緒
方

　陽
紀

委

　員

　
　奥
田
の
ぶ
よ

八
頭
町 

議
会
だ
よ
り

や

　

 

ず  

ち
ょ
う

八頭町議会

一般質問は再放送もしています
TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局）

定例会・臨時会はケーブルテレビで
生中継しています

議会、議会だよりに関する意見、ご要望をお寄せください。

　町連合婦人会の活動にいつも心寄せて
頂き感謝申し上げます。
　この時期、コロナ感染対策を取りながら
の行事を、延期・中止と何度変更したこと
でしょう。
　議会の皆様にお会いする機会もありま
せんでした。令和４年はぜひお会いしたい
ですね。
　12月の議会に、初めて短時間ですが傍
聴参加させて頂き、皆様の熱い思いを感じ
る事ができました。
　今後も住民の声を拾い集める活動をし
て頂き、議場に声を響かせて頂きたいです。

住民の声を生かせる議会に

八頭町連合婦人会  会長  木下優子

八頭町連合婦人会  会長　木下優子さん

◀鳥取県連合婦人会が
　発行した食品ロス防止
　の絵本


